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日
本
の
大
学
の
魅
力
や
、
大
学
に
対

す
る
新
た
な
見
方
を
、
国
内
外
に
向
け

て
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
と
い
う
意

図
の
下
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
日
本
版
（
以
下
、
日
本
版
）
は
２
０

１
７
年
に
誕
生
し
た
。
主
に
「
学
部
」

の
「
教
育
力
」
が
対
象
領
域
と
な
っ
て

お
り
、「
大
学
院
」
の
「
研
究
力
」
が

重
視
さ
れ
る
世
界
版
や
ア
ジ
ア
版
と
は

対
照
的
だ
。
世
界
版
、
ア
ジ
ア
版
ラ
ン

キ
ン
グ
の
指
標
に
つ
い
て
は
、「
教
育

力
」
の
割
合
は
30
％
以
下
。
対
し
て
日

本
版
は
、
80
％
を
占
め
て
い
る
。

　
ラ
ン
ク
イ
ン
の
顔
ぶ
れ
に
も
違
い
が

あ
る
。
P.
３
の
日
本
版
の
ラ
ン
キ
ン
グ
表

で
「
★
」
の
つ
い
た
大
学
は
日
本
版
の

み
に
登
場
す
る
大
学
だ
。
国
際
教
養
大

学
（
12
位
）
の
よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
カ
レ
ッ
ジ
、
一
橋
大
学
（
14
位
）
の

よ
う
な
人
文
社
会
系
の
単
科
大
学
、
ほ

か
外
語
大
や
女
子
大
な
ど
、
日
本
版
で

は
よ
り
多
彩
な
大
学
が
入
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
日
本
な
ら
で
は
の
大
学
の

多
様
性
を
表
す
ラ
ン
キ
ン
グ
が
、
年
間

12
億
人
が
訪
れ
る
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
公
式
サ
イ

ト
で
発
表
さ
れ
、
全
世
界
が
注
目
し
て

い
る
。そ
の
影
響
力
を
自
学
の
多
様
化
・

特
色
化
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

べ
き
か
。
す
で
に
こ
の
１
年
で
、
多
く

の
大
学
が
検
討
を
進
め
て
い
る
。

文／児山雄介
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「
教
育
力
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

日
本
な
ら
で
は
の
ラ
ン
キ
ン
グ

ランキングごとに異なる大学の顔ぶれ
アジア版2018

アジア版2018

～THEの各ランキングにランクインした日本の大学例
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京都大学
東京大学
東北大学
東京工業大学
九州大学
北海道大学
名古屋大学
大阪大学
筑波大学
慶應義塾大学
早稲田大学
国際教養大学★
広島大学
一橋大学★
上智大学
国際基督教大学★
東京外国語大学★
神戸大学
千葉大学
金沢大学
長岡技術科学大学
立命館アジア太平洋大学★
立命館大学
九州工業大学
岡山大学
横浜国立大学
立教大学★
同志社大学
東京農工大学
東京理科大学
関西学院大学
お茶の水女子大学★
神田外語大学★
会津大学
明治大学
熊本大学
首都大学東京
豊橋技術科学大学
東京医科歯科大学
山口大学
東京海洋大学
京都工芸繊維大学
長崎大学
大阪市立大学
関西大学
横浜市立大学
山形大学
芝浦工業大学
近畿大学
青山学院大学★
中央大学
新潟大学
法政大学
信州大学
電気通信大学
津田塾大学★
福井大学
秋田大学
名古屋工業大学
南山大学★
学習院大学★
福岡女子大学★
佐賀大学
群馬大学★
大阪府立大学
東洋大学
宇都宮大学
鹿児島大学
豊田工業大学★
埼玉大学
茨城大学

順位 区分 教育機関順位 区分 教育機関
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11
28
30
33
35

=48
=55
=60
63

=83
=104
109

=127
131
134

=135
=149
=149
=151
153

=168
=171
=173
=175
=175
=182
184

=185
=194
=200

201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
201‒250
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300
251‒300

国
国
国
国
国
国
国
国
国
国
私
公
国
私
公
国
私
国
国
私
国
国
公
公
国
私
国
国
公
国
国
国
私
私
私
国
国
国
国
国
国
国
国
国
私
国
国
国
私
国
国
私
国
国
私
国
国
国
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国

東京大学
京都大学
大阪大学
東北大学
東京工業大学
名古屋大学
九州大学
北海道大学
東京医科歯科大学
筑波大学
藤田保健衛生大学
首都大学東京
広島大学
慶應義塾大学
会津大学
千葉大学
早稲田大学
金沢大学
神戸大学
順天堂大学
東京農工大学
岡山大学
名古屋市立大学
横浜市立大学
香川大学
東京理科大学
高知大学
熊本大学
大阪市立大学
徳島大学
横浜国立大学
電気通信大学
東京慈恵会医科大学
関西医科大学
近畿大学
長崎大学
名古屋工業大学
新潟大学
埼玉大学
滋賀医科大学
信州大学
豊橋技術科学大学
山形大学
山梨大学
中央大学
愛媛大学
岐阜大学
浜松医科大学
法政大学
岩手大学
鹿児島大学
北里大学
京都工芸繊維大学
九州工業大学
明治大学
三重大学
宮崎大学
長岡技術科学大学
奈良県立医科大学
大阪府立大学
佐賀大学
埼玉医科大学
島根大学
静岡大学
昭和大学
上智大学
東海大学
東京海洋大学
富山大学
山口大学

世界版2018
順位 区分 教育機関
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東京大学
京都大学
大阪大学
東北大学
東京工業大学
名古屋大学
九州大学
北海道大学
東京医科歯科大学
筑波大学
藤田保健衛生大学
首都大学東京
会津大学
千葉大学
広島大学
順天堂大学
香川大学
金沢大学
慶應義塾大学
神戸大学
高知大学
熊本大学
名古屋市立大学
岡山大学
大阪市立大学
東京農工大学
東京理科大学
早稲田大学
横浜市立大学
中央大学
愛媛大学
電気通信大学
岐阜大学
浜松医科大学
法政大学
岩手大学
東京慈恵会医科大学
鹿児島大学
関西医科大学
近畿大学
北里大学
京都工芸繊維大学
九州工業大学
明治大学
三重大学
宮崎大学
長岡技術科学大学
長崎大学
名古屋工業大学
奈良県立医科大学
新潟大学
大阪府立大学
立命館大学
佐賀大学
埼玉大学
埼玉医科大学
滋賀医科大学
島根大学
信州大学
静岡大学
昭和大学
上智大学
東海大学
徳島大学
東京海洋大学
富山大学
豊橋技術科学大学
山形大学
山口大学
山梨大学
横浜国立大学

＊「★」は日本版のみにランクインしている大学
＊「=」は同順位の大学あり
＊同ランクでの掲載順は
　原則大学名の英語表記のアルファベット順

各ランキングの
分野と割合

国際性
7.5％

被引用
論文
30％

国立大学

公立大学

私立大学

産業界からの収入 7.5％

教育
25％

研究
30％

日本版2018

世界版2018

教育
30％

 

産業界からの収入 2.5％
国際性
7.5％

被引用
論文
30％

研究
30％

＊分野内の指標の内訳はランキングにより
  異なる場合があります。

ほか「72-150位」に80大学がランクイン
ほか「301-351+位」に19大学がランクイン

ほか「1001+位」に18大学がランクイン

【図表1】
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多様性と特色化を促す

日本大学ランキング
Japan University Rankings

2018年３月末に発表された、Times Higher Education（THE）の世界大学ランキング日本版。
初顔見せとなった前年は、発表直後から大学、高校をはじめ社会に大きな話題を呼んだ。

２年目となる今回のランキング結果、前年からの変化、活用法などについて解説する。

学部

研究力

大学院

教育力

世界版が
測定する領域

日本版が
測定する領域
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＊同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています

4

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

【図表２】
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2018順位 2017順位
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Ｅ
と
の
議
論
（
P.
8
）
が
ふ
ま
え
ら
れ

て
の
も
の
だ
。

　「
教
育
リ
ソ
ー
ス
」
は
、
充
実
し
た

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
の
土
台
と

な
る
分
野
で
あ
る
た
め
、
４
分
野
の
う

ち
最
も
比
重
が
大
き
い
。
大
学
の
規
模

に
左
右
さ
れ
や
す
い
、「
学
生
一
人
あ

た
り
の
資
金
」「
教
員
一
人
あ
た
り
の

競
争
的
資
金
獲
得
数
」
の
割
合
が
各
２

ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
、
割
合
は
前
年
の

38
％
か
ら
34
％
に
減
少
し
た
。

　「
教
育
充
実
度
」
は
、
高
校
の
進
路

指
導
教
員
へ
の
評
判
調
査
を
も
と
に
、

教
育
に
対
す
る
期
待
の
実
現
度
を
示

す
。
高
校
教
員
は
自
ら
大
学
の
情
報
を

調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
に
進
学
し

た
卒
業
生
か
ら
実
態
の
情
報
を
得
て
い

る
た
め
、
全
体
の
26
％
と
比
重
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
前
年
同
様
全
高
校
の

半
数
弱
か
ら
回
答
を
集
め
、
２
か
年
分

の
結
果
を
使
用
し
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
必
要
な
デ
ー
タ
を

入
力
し
提
出
す
る
エ
ン
ト
リ
ー
制
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
左
の
条
件
に
該
当
す

る
大
学
は
除
外
し
て
い
る
。
日
本
の
教

育
事
情
を
よ
く
知
る
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー

プ
が
情
報
収
集
等
を
支
援
し
、
デ
ー
タ

の
収
集
・
集
計
プ
ロ
セ
ス
は
　＊1
Ｐ
w
Ｃ

の
監
査
を
受
け
て
い
る
。

　
４
つ
の
指
標
に
つ
い
て
は
よ
り
実
態

に
則
し
た
も
の
に
す
る
た
め
一
部
変
更

さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
各
大
学
の
意
見
、

文
部
科
学
省
や
大
学
Ｉ
Ｒ
総
研
と
Ｔ
Ｈ

ラ
ン
キ
ン
グ
指
標
を
構
成
す
る
の
は
、４
つ
の
分
野
の
13
項
目
だ
。

指
標
の
内
容
、前
年
か
ら
の
変
更
点
、結
果
の
注
目
点
を
解
説
す
る
。

T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
2
0
1
8

　「
教
育
成
果
」
は
、
卒
業
生
の
企
業

で
の
活
躍
や
教
育
に
対
す
る
評
判
を
表

す
。「
企
業
人
事
の
評
判
調
査
」
は
、

卒
業
生
が
企
業
で
ど
れ
だ
け
活
躍
し
て

い
る
か
な
ど
の
調
査
項
目
を
追
加
し
、

調
査
対
象
に
一
部
有
力
未
上
場
企
業
を

加
え
た
。
大
学
か
ら
の
「
教
育
力
を
測

る
な
ら
就
職
力
を
重
視
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
に
応
え
て
割
合
を
３
ポ
イ

ン
ト
増
や
し
、「
研
究
者
の
評
判
調
査
」

と
同
じ
重
み
に
な
っ
た
。

　「
国
際
性
」
は
、
国
際
的
な
環
境
の

実
現
度
を
示
す
。「
日
本
人
学
生
の
留

学
比
率
」「
外
国
語
で
行
わ
れ
て
い
る

講
座
の
比
率
」
が
追
加
さ
れ
、
分
野
の

割
合
は
16
％
か
ら
20
％
に
増
加
し
た
。

　
指
標
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
大

学
生
へ
の
調
査
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。

11
の
質
問
項
目
に
各
０
〜
10
点
を
つ

け
る
形
式
で
、
日
本
独
自
の
質
問
の
ほ

か
、
ア
メ
リ
カ
版
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版

（
７
月
発
表
予
定
）
と
共
通
の
質
問
が

含
ま
れ
て
い
る
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
は
４
月
現
在
、

そ
れ
ら
の
国
・
地
域
と
回
答
を
比
較
で

き
る
か
を
検
討
中
だ
。
実
現
す
れ
ば
、

例
え
ば
日
本
に
留
学
を
希
望
す
る
学
生

が
、「
自
国
の
○
○
大
学
に
似
た
タ
イ

プ
の
大
学
は
日
本
で
は
ど
こ
か
」
と

い
っ
た
観
点
で
留
学
先
を
探
せ
る
。

指
標
解
説
と

分
野
別
ラ
ン
キ
ン
グ

〔
除
外
条
件
〕

※
前
提
と
し
て
、T
H
E
の
デ
ー
タ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン・

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
デ
ー
タ
を
入
力
し
、提
出
し

た
う
え
で
、

▼
必
要
な
デ
ー
タ
が
入
力
さ
れ
て
い
な
い
大
学

▼「
認
証
評
価
」を
受
け
て
い
な
い
大
学

分野  Pillars

20%

26%

34%
（38％）

20%
（16％）

大学入力情報 

大学入力情報 

エルゼビア社

ベネッセ

大学入力情報

ベネッセ

ベネッセ

 

大学入力情報 

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報 

日本版2018の指標

国際性
Environment

教育成果
Outcomes

教育充実度
Engagement

教育リソース
Resources

項目　Metrics

教員一人あたりの競争的資金獲得数
（大学別の獲得件数/専任教員数）

高校教員の評判調査：入学後の能力伸長

研究者の評判調査

6％

7％

8％

8%
（10％）

5%
（7％）

10%
（7％）

10%
（13％）

5%
（8％）

5%
（8％）

5%
（0％）

5%
（0％）

13%

13％

割合＊2 対象年

2016年

2016年

2012-16年

2016年

2016年

2016・17年

2016・17年

2016年

2016年

2016年

2016年

2017年

2016・17年

データ元 備考

ScopusよりTHEが抽出

ベネッセ総合学力テストにおける大学合格者の学力

研究者向けの評判調査から
日本の大学に関する日本の研究者の回答を抽出

2017年調査対象：日本の高校の進路指導教員。調査書
発送校数：5479校＊3、回答校数は2415校（全体の約
90%の大学名が挙がっている。特定の地域に有利・不利が
出ない集計）※2017年、2016年の結果の２か年分を使用

調査対象：2017年２月現在の全上場企業4701社（ジャス
ダック等新興市場含む、外国企業は除く）と有力未上場企業
847社　調査項目：過去２年間の新卒採用実績上位10大
学について、学生のイメージを12項目、各６段階で聞いている

外国人学生比率（在籍外国人学生数/在籍学生数）

外国人教員比率（在籍外国人教員数/教員数）

日本人学生の留学比率（留学者数/在籍学生数）

外国語で行われている講座の比率
（外国語で行われている講座数/全講座数）

企業人事の評判調査

学生一人あたりの資金（経常収入/在籍学生数）

学生一人あたりの教員比率（教員数/在籍学生数）

教員一人あたりの論文数（論文数/教員数）

大学合格者の学力

高校教員の評判調査：グローバル人材育成の重視

日経HR

THE世界大学
ランキング

＊「=」：同順位の大学あり
＊「 - 」：総合順位・スコアが151位以下を示す

2018 5-62018 5-6

初
の
学
生
調
査
を
実
施

他
国
と
比
較
検
討
中

＊１　PricewaterhouseCoopers。世界の４大会計事務所の１つ
＊2　（ ）内は前年度の％（変更があった指標のみ表示）
＊３　複数の科やコースを設置している高校には、調査書を複数枚送付した場合もある

「
教
育
リ
ソ
ー
ス
」「
教
育
成
果
」

「
国
際
性
」の
項
目
や
割
合
を
変
更



＊同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています

＊同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています

＊同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています

7 6

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

　「
学
生
一
人
あ
た
り
の
資
金
」「
教
員

一
人
あ
た
り
の
競
争
的
資
金
獲
得
数
」

の
割
合
が
前
年
よ
り
各
２
ポ
イ
ン
ト
下

が
り
、
資
金
力
、
研
究
力
の
影
響
が
や

や
小
さ
く
な
っ
た
。

　
と
は
い
え
上
位
の
大
学
に
は
、
資
金

力
を
生
か
し
て
学
生
に
対
し
て
手
厚
い

教
育
環
境
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
国
か
ら
の
補
助
が
相
対
的
に
厚
い

国
立
大
（
特
に
医
学
部
を
持
つ
大
学
）

や
、
医
療
系
私
立
大
の
ス
コ
ア
が
高
く

な
る
傾
向
に
あ
る
。
総
合
順
位
で
は
ラ

ン
ク
外
な
が
ら
、
こ
の
分
野
で
実
力
を

発
揮
し
て
い
る
大
学
も
少
な
く
な
い
。

　
医
療
系
の
学
部
を
持
っ
て
い
な
い
大

学
と
し
て
は
、
東
京
工
業
大
学
、
会
津

大
学
、
秋
田
県
立
大
学
、
石
川
県
立
大

学
、
豊
田
工
業
大
学
が
設
置
区
分
別
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
入
り
し
て
い
る
。
注
目
に
値

す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
リ
ソ
ー
ス
が
豊

富
で
も
、
教
育
施
策
の
さ
ら
な
る
改
善

や
学
生
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
長
期
的
視
点
で
は

リ
ソ
ー
ス
を
増
や
し
、
学
生
の
教
育
環

境
を
整
え
る
努
力
を
継
続
し
つ
つ
も
、

短
期
的
に
は
、
今
あ
る
リ
ソ
ー
ス
で
ど

れ
だ
け
効
果
的
な
教
育
を
実
現
で
き
る

か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
追
求
す
る
姿

勢
が
必
要
だ
。

長
期
的
視
点
で
取
り
組
み

教
育
環
境
を
整
備
す
る

　
４
分
野
の
う
ち
唯
一
、
項
目
も
そ
の

割
合
も
前
年
と
変
わ
ら
な
い
分
野
だ
。

ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
の
顔
ぶ
れ
も
前
年
と

大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
が
、
日
本
版
に

初
め
て
登
場
し
た
大
学
で
あ
る
高
知
工

科
大
学
、
静
岡
県
立
大
学
、
神
戸
市
外

国
語
大
学
、
立
教
大
学
が
各
設
置
区
分

別
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
10
入
り
を
果
た
し
た
。

　
国
立
大
、
私
立
大
間
で
の
ス
コ
ア
の

差
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
教
育
リ

ソ
ー
ス
で
は
国
立
大
の
ス
コ
ア
が
高

か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
私

立
大
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
さ
が
う

か
が
え
る
。
私
立
大
の
11
位
以
降
を
見

て
い
く
と
、
神
田
外
語
大
学
（
私
立
15

位
）、
金
沢
工
業
大
学
（
同
18
位
）、
津

田
塾
大
学
（
同
21
位
）
な
ど
、
中
規
模

以
下
の
大
学
や
、
入
試
難
易
度
が
高
く

は
な
い
大
学
名
も
数
多
く
挙
が
っ
て
く

る
。
規
模
の
大
き
さ
や
入
試
難
易
度
が

上
位
で
は
な
く
て
も
、
教
育
充
実
度
を

高
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
い
ず
れ
の
大
学
に
と
っ
て
も
常
に
向

上
を
め
ざ
す
べ
き
分
野
で
は
あ
る
が
、

す
で
に
充
実
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
適
切
に
広
報
し
な
け

れ
ば
高
校
生
や
保
護
者
の
認
知
度
は
上

が
ら
な
い
。
教
育
力
を
可
視
化
す
る
広

報
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
ラ
ン
キ
ン
グ

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の

ア
ピ
ー
ル
も
欠
か
せ
な
い

　
前
年
の
割
合
と
比
べ
る
と
、「
企
業

人
事
の
評
判
調
査
」
の
割
合
が
３
ポ
イ

ン
ト
加
算
さ
れ
、「
研
究
者
の
評
判
調

査
」
の
割
合
が
３
ポ
イ
ン
ト
減
少
。
こ

の
変
化
に
各
大
学
の
努
力
が
加
わ
り
、

ス
コ
ア
を
大
き
く
ア
ッ
プ
さ
せ
た
大
学

が
め
だ
っ
た
。

　
国
立
大
で
は
東
京
外
国
語
大
学
（
ス

コ
ア
９・８
上
昇
）、電
気
通
信
大
学（
同

９
・
２
）
な
ど
、
公
立
大
で
は
大
阪
府

立
大
学
（
同
８
・
５
）
な
ど
、
私
立
大

で
は
甲
南
大
学
（
同
33
・
２
）、
北
里

大
学
（
同
８
・
９
）
な
ど
が
そ
の
例
だ
。

就
職
力
の
強
さ
に
定
評
の
あ
る
大
学
名

が
並
ん
で
お
り
、
企
業
に
お
け
る
卒
業

生
の
活
躍
が
前
回
以
上
に
ス
コ
ア
に
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
他
方
、
旧
帝
大
を
は
じ
め
、
理
工
系

の
研
究
力
を
強
み
に
研
究
者
か
ら
の
評

判
を
得
て
い
る
大
学
も
、
依
然
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

　
ス
コ
ア
を
高
め
る
に
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
や
能
力
を

見
極
め
、
そ
の
養
成
に
産
学
協
働
で
取

り
組
む
こ
と
だ
ろ
う
。
特
に
就
職
力
に

つ
い
て
は
、
努
力
が
比
較
的
反
映
さ
れ

や
す
い
。コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
養
成
し
、

企
業
か
ら
認
め
ら
れ
た
う
え
で
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
世
間
に
届
け
る
た
め
の
広

報
力
が
求
め
ら
れ
る
。

産
業
界
と
の
連
携
を
強
め

社
会
で
必
要
な
力
を
育
成

　「
日
本
人
学
生
の
留
学
比
率
」「
外
国

語
で
行
わ
れ
て
い
る
講
座
の
比
率
」
が

項
目
に
加
わ
り
、
国
際
化
の
進
展
が
よ

り
多
面
的
に
測
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
影
響
に
各
大
学
の
取
り
組
み

が
重
な
り
、
ス
コ
ア
の
変
動
が
大
き
く

な
っ
た
。

　
国
立
大
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
（
ス

コ
ア
21
・
４
上
昇
）、
公
立
大
は
国
際

教
養
大
学
（
同
25
・
６
）、
私
立
大
は

宮
崎
国
際
大
学
（
同
32
・
４
）
な
ど
の

上
昇
幅
が
大
き
い
。
東
京
医
科
歯
科
大

学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
複
数
設
け
、
豊
か
な
国
際
経
験
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
い
る
。ま
た
、

宮
崎
国
際
大
学
の
国
際
教
養
学
部
は
、

全
員
必
修
の
英
語
で
行
う
海
外
研
修
、

教
員
の
８
割
が
外
国
人
な
ど
の
特
徴
的

な
取
り
組
み
が
明
確
に
ス
コ
ア
に
反
映

さ
れ
た
形
だ
。

　
割
合
は
前
年
よ
り
減
っ
た
が
、
外
国

人
学
生
・
教
員
の
比
率
を
上
げ
る
な
ど

学
内
の
国
際
的
な
環
境
を
整
え
る
努
力

も
大
切
だ
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
に
よ
る
と
、
世
界

の
留
学
生
数
は
２
０
０
０
年
か
ら
２
０

１
４
年
に
か
け
て
約
２
倍
に
増
え
、
３

０
０
万
人
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
留
学

生
獲
得
競
争
に
打
ち
勝
つ
武
器
と
し

て
、
日
本
版
の
ス
コ
ア
の
広
報
活
用
も

検
討
し
て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

送
り
出
し
、受
け
入
れ
を
拡
充

教育リソース 設置区分別TOP10 

教育充実度 設置区分別TOP10 

教育成果 設置区分別TOP10 

国際性設置区分別TOP10 

Resources

Engagement

Outcomes

Environment

2018 5-62018 5-6

34％

▶学生一人あたりの
資金：8%

▶学生一人あたりの
教員比率：8%

▶教員一人あたりの
論文数：7%

▶大学合格者の
学力：6%

▶教員一人あたりの
競争的資金獲得数：5%

26％

20％

20％

85.4
84.7
83.4
82.5
81.2
79.7
77.9
77.6
76.4
75.3

東京大学
京都大学
東北大学
東京医科歯科大学
浜松医科大学
滋賀医科大学
大阪大学
東京工業大学
旭川医科大学
北海道大学

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位 教育機関
国立

スコア
78.6
76.1
75.8
67.6
67.5
65.0
64.9
64.8
60.8
60.3

札幌医科大学
奈良県立医科大学
福島県立医科大学
名古屋市立大学
横浜市立大学
大阪府立大学
大阪市立大学
会津大学
秋田県立大学
石川県立大学

教育機関 スコア
79.6
79.5
76.7
76.3
74.3
73.8
73.2
72.3
71.3
70.7

兵庫医科大学
東京医科大学
豊田工業大学
日本医科大学
大阪医科大学
愛知医科大学
関西医科大学
聖マリアンナ医科大学
東京慈恵会医科大学
金沢医科大学

教育機関 スコア
公立 私立

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位

1
=2
=2
4
5
6
7
8
9

10

順位 教育機関
国立

スコア 教育機関 スコア 教育機関 スコア
公立 私立

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位
1
2
3

=4
=4
6
7
8
9

10

順位
99.7
99.6
99.6
98.6
98.5
98.4
98.1
97.7
97.4
97.1

東京大学
京都大学
東北大学
筑波大学
大阪大学
九州大学
東京工業大学
名古屋大学
北海道大学
広島大学

99.8
87.0
84.2
81.1
75.2
74.8
69.7
68.4
67.5
65.7

国際教養大学
会津大学
北九州市立大学
首都大学東京
都留文科大学
福岡女子大学
高知工科大学
高崎経済大学
静岡県立大学
神戸市外国語大学

99.2
99.1
98.1
97.7
97.7
96.3
96.2
96.0
94.9
94.4

早稲田大学
慶應義塾大学
国際基督教大学
上智大学
明治大学
同志社大学
立教大学
立命館大学
立命館アジア太平洋大学
東京理科大学

1
2
3

=4
=4
6
7
8
9

10

順位 教育機関
国立

スコア 教育機関 スコア 教育機関 スコア
公立 私立

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位
98.9
98.6
97.7
95.6
95.6
95.4
94.8
94.7
89.1
88.1

国際教養大学
大阪府立大学
首都大学東京
大阪市立大学
名古屋市立大学
横浜市立大学
福井県立大学
秋田県立大学
滋賀県立大学
兵庫県立大学

東京大学
京都大学
九州大学
東北大学
名古屋大学
大阪大学
北海道大学
東京工業大学
一橋大学
筑波大学

70.6
68.3
65.3
64.8
61.4
58.4
57.8
49.9
48.7
48.6

慶應義塾大学
早稲田大学
東京理科大学
上智大学
立命館大学
同志社大学
甲南大学
明治大学
北里大学
中央大学

97.2
93.8
73.2
69.4
66.9
64.9
64.8
64.1
62.7
62.0

1
2
3
4
5
6

=7
=7
9

10

順位 教育機関
国立

スコア 教育機関 スコア 教育機関 スコア
公立 私立

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

順位
91.5
74.1
73.3
73.2
72.7
72.2
67.4
67.4
66.3
65.0

国際教養大学
神戸市外国語大学
福岡女子大学
会津大学
新潟県立大学
群馬県立女子大学
宮崎公立大学
愛知県立大学
横浜市立大学
長崎県立大学

98.9
96.8
90.9
90.1
85.7
84.5
84.0
82.4
80.6
78.6

立命館アジア太平洋大学
国際基督教大学
上智大学
京都外国語大学
名古屋商科大学
名古屋外国語大学
東京国際大学
宮崎国際大学
麗澤大学
城西国際大学

東京外国語大学
東京工業大学
長岡技術科学大学
一橋大学
東京医科歯科大学
九州大学
北海道大学
名古屋大学
京都大学
東京大学

100.0
83.3
77.3
72.4
65.1
59.6
58.7
56.7
51.3
50.4

▶高校教員の評判調査
〈グローバル人材
育成の重視〉：13％

▶高校教員の評判調査
〈入学後の能力伸長〉：13％

▶外国人学生比率：5％

▶外国人教員比率：5％

▶日本人学生の
留学比率：5％

▶外国語で
行われている
講座の比率：5％

▶企業人事の
評判調査：10%

▶研究者の
評判調査：10%



2018 5-69 2018 5-6 8

　
前
年
９
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
で
は
、

日
本
の
大
学
の
ラ
ン
ク
イ
ン
校
数
は
89

校
と
、
１
年
で
20
校
増
加
し
ま
し
た
。

ラ
ン
ク
イ
ン
校
数
世
界
第
３
位
の
大
学

大
国
と
な
っ
た
の
は
、
各
大
学
の
改
革

の
た
ま
も
の
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。
第

２
位
の
イ
ギ
リ
ス
を
次
回
は
抜
く
こ
の

勢
い
を
、
他
国
は
脅
威
に
感
じ
て
い
る

は
ず
で
す
。
各
大
学
に
お
か
れ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
自
信
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
＊
大
学
I
Ｒ
総
研
の
調
査
に
よ
る
と
、

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
ほ

か
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
比
べ
て

参
考
に
し
て
い
る
大
学
が
多
い
と
い
う

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
【
図
表
１
】。

私
た
ち
文
部
科
学
省
は
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
が
主

催
す
る
世
界
学
術
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７

に
参
加
し
て
、
こ
の
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
運
営
す
るTES Global

と
議
論
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
大
学

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
【
図
表
２
、
３
】。
中
国
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
す
で
に
Ｔ
Ｈ
Ｅ
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
国
際
競

争
力
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で

も
産
官
学
の
定
期
的
な
会
合
を
開
く
な

ど
、継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

文部科学大臣補佐官　鈴木寛
すずきかん●東京大学法学部卒業後、通商産業省に入省。慶應義塾大学助教授、
参議院議員、文部科学副大臣などを経て2014年２月から東京大学公共政策大学院教
授、慶應義塾大学政策・メディア研究科教授。2015年２月から現職。

THE世界大学ランキング
NISTEP（科学技術・学術政策研究所）大学ベンチマーキング

QS世界大学ランキング

上海交通大学世界大学学術ランキングARWU

大学ランキング（各種日本国内雑誌など）

大学就職ランキング（各種日本国内雑誌など）

ベネッセ・進研模試大学合格目標偏差値一覧

河合塾大学合格目標偏差値一覧

     

国
際
競
争
力
を
表
す

Ｔ
Ｈ
Ｅ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

　
大
学
経
営
は
今
、
正
念
場
を
迎
え
て

い
ま
す
。
少
子
化
の
影
響
で
授
業
料
、

受
験
料
、
運
営
費
交
付
金
、
私
学
助
成

金
が
総
額
と
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
い
る
世
帯
自
体
が
全
世
帯
の

２
割
程
度
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
運
営

費
交
付
金
、
私
学
助
成
金
の
増
額
は
民

意
を
得
る
の
が
難
し
い
状
況
で
す
。
経

済
界
か
ら
も
、
高
等
教
育
は
投
資
に
値

す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
大
学
の
収
支
構
造
を
組
み

替
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
交
付
金
、
助

成
金
だ
け
に
頼
ら
ず
、
海
外
の
学
生
、

企
業
、
政
府
、
ま
た
国
内
の
企
業
、
地

各種大学ランキングの参考状況【図表1】

▶マスメディアや専門家を対象とした
   説明会やワークショップの開催

▶ランキング掲載サイトの大学個別
   ページにランキング算出方法を併記

▶設置区分（国立／公立／私立）別の
   ランキングの作成

▶学生にとってのコストパフォーマンス
   （学費等）を指標に加える

▶「世界学術サミット」の分科会を開催

         ＴＨＥに提案した
日本の大学からの要望

【図表3】世界学術サミット2017の様子【図表2】

日
本
の
大
学
の

多
様
化
、特
色
化
を
促
す
に
は
？

O p i n i o n

方
自
治
体
な
ど
の
新
し
い
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
連
携
し
、
社
会
資
源
を
集
め

る
構
造
を
つ
く
る
時
機
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
新
た
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
自
学
の
特
徴
を
説
明
す

る
材
料
と
し
て
、
外
部
機
関
の
ラ
ン
キ

ン
グ
デ
ー
タ
は
適
し
て
い
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
日
本
の
社
会
で
は
依
然
、
個
人
を
評

価
す
る
際
、
最
初
に
入
学
し
た
大
学
の

入
試
難
易
度
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
本
来
重
要
な
の
は
、「
何
を
学
び
、

何
を
得
た
か
」で
す
。
文
部
科
学
省
は
、

「
入
学
校
歴
社
会
か
ら
、
真
の
学
修
歴

社
会
へ
」
と
社
会
の
マ
イ
ン
ド
転
換
を

図
り
ま
す
。

　
突
破
口
は
、
社
会
人
の
学
び
で
す
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
言
わ
れ
る

今
後
は
、
働
き
な
が
ら
も
学
び
続
け
る

時
代
で
す
。
１
人
が
一
生
の
う
ち
に
３

回
大
学
に
行
く
社
会
に
な
れ
ば
、
２
、

３
回
目
は
入
試
難
易
度
で
は
な
く
、「
大

学
で
何
を
学
ぶ
の
か
」
を
重
要
視
す
る

は
ず
で
す
。

　
こ
れ
を
、
ま
ず
海
外
か
ら
推
進
し
ま

す
。
外
国
人
は
大
学
の
中
身
を
見
て
入

学
先
を
判
断
し
ま
す
。
他
の
先
進
国
と

比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
学
費
が
安
く
、
多

く
の
大
学
が
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
る
日
本
で
学
ぶ
こ
と

は
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
加
え
て
日
本
で

は
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
が
教

員
一
人
ひ
と
り
の
資
格
を
審
査
し
て
お

り
、
高
い
教
育
・
研
究
レ
ベ
ル
が
保
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
ア
ジ
ア
は
高
等
教
育
へ
の
ニ
ー

ズ
が
劇
的
に
高
ま
る
反
面
、
一
部
の

ト
ッ
プ
校
を
除
く
と
大
学
の
質
が
量
の

増
加
に
追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
ア
ジ
ア
の
留
学
生
受
け
入
れ
は
コ

ス
ト
高
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
支
払
い
能
力
が
十
分
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
そ
の
受
け
入

れ
先
に
名
乗
り
を
上
げ
る
絶
好
の
機
会

で
す
。

　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
大
学
の
立

ち
位
置
、
日
本
人
の
入
学
者
が
確
実
に

減
少
し
て
い
く
未
来
を
考
え
る
と
、
ど

の
大
学
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
化

は
関
係
な
い
」
と
い
う
認
識
で
は
い
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。
外
国
人
学
生
が
増

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
が
充
実
す
る
こ

と
は
、
日
本
人
学
生
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

　
今
や
国
際
性
こ
そ
が
、「
大
学
の
成

長
可
能
性
」
を
表
す
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
よ
う
な
国
際
標
準
の
デ
ー
タ
を

大
い
に
活
用
し
て
、
海
外
市
場
を
視
野

に
入
れ
た
教
育
・
経
営
改
革
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

国
際
性
の
高
さ
＝

そ
の
大
学
の
成
長
可
能
性

資
源
を
集
め
る
た
め
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

51.5 40.8 7.8 

23.3 44.7 32.0

34.0 43.7 22.3 

14.6 53.4 32.0 

54.4 42.7 2.9

2.951.545.6 

47.6 41.7 10.7 

44.7 42.7 12.6 

  

参考にしている 知っているが参考にしていない 知らない

「
入
学
校
歴
社
会
」か
ら

真
の「
学
修
歴
社
会
」へ
。

ア
ジ
ア
市
場
の
開
拓
に
好
機

          世界各国の大学教職員、
政府関係者、企業関係者など
50か国、540人以上

2017年9月3～5日開催日時

開催地

参加者

プログラム内容

キングス・カレッジ・ロンドン（イギリス）

文／児山雄介　撮影／御堂義乗

＊大学ＩＲ総研「大学ランキングなどに関するアンケート」を基に作成。（2017年10月実施。対象：学長等大学の執行部およびＩＲ担当。93大学104名より回答）

      　　　　 世界大学ランキング
発表、パネルディスカッション、分科
会など。プログラム間に、参加者間
での人脈構築・情報収集が盛んに
行われる。

など

＊一般財団法人大学ＩＲ総研（理事長：佐藤禎一）。ＴＨＥへの提言の詳細はサイト上で確認できる。https://iru.or.jp/
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世
界
は
高
等
教
育
の
重
要
性
を
再
認

識
し
始
め
て
い
ま
す
。ロ
シ
ア
で
は「
２

０
２
０
年
ま
で
に
５
校
以
上
を
世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
０
０
に
入
れ

よ
」と
の
大
統
領
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
・
５
％
を
研

究
に
投
じ
る
合
意
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、Ｔ
Ｈ
Ｅ

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
（
以

下
、
世
界
版
）
で
89
校
も
の
日
本
の
大

学
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
結
果
は
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
下
の
図

表
は
、
前
年
10
月
に
発
表
し
た
世
界
版

学
問
系
統
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。
日
本

か
ら
は
の
べ
１
０
０
も
の
大
学
が
多
様

な
系
統
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
世
界
版
に
登
場
す
る
大
学

は
日
本
の
大
学
の
一
部
。
私
た
ち
が
教

育
力
重
視
の
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作

る
の
は
、
日
本
の
大
学
の
多
様
性
と
優

れ
た
点
を
ど
う
し
た
ら
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
か
を
考
え
た
結
果
で
す
。

　
今
回
の
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
も
前
回

同
様
全
体
と
し
て
ス
コ
ア
は
僅
差
で
あ

り
、
各
大
学
が
高
い
レ
ベ
ル
で
競
い

合
っ
て
い
ま
す
。分
野
ご
と
に
見
る
と
、

国
立
大
学
が
強
い
分
野
（
教
育
リ
ソ
ー

ス
）、
私
立
大
学
が
強
い
分
野
（
国
際

性
）、
国
立
大
学
が
優
位
な
が
ら
、
私

立
大
学
に
も
優
れ
た
大
学
が
少
な
く
な

い
分
野（
教
育
充
実
度
、教
育
成
果
）と
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
出
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
大
学
は
外
国
人
留
学
生
の
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

教
育
・
研
究
の
質
が
高
い
割
に
学
費
が

安
く
治
安
も
よ
い
な
ど
、
外
国
人
に

と
っ
て
留
学
に
適
し
た
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

　
外
国
で
学
ぶ
学
生
が
世
界
的
に
年
々

増
え
る
中
、
ア
メ
リ
カ
は
反
移
民
政
策

を
取
り
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
Ｅ
Ｕ
を
離

脱
し
外
国
人
受
け
入
れ
に
消
極
的
。
日

本
は
、
学
生
の
輸
入
大
国
に
な
り
得
ま

す
。
ぜ
ひ
、
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と

目
を
向
け
て
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
で
も
、
本
年
９

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
世
界
学
術
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
が
他
国
の

大
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
機
会

を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

世
界
の
高
等
教
育
政
策
は

熱
気
を
帯
び
つ
つ
あ
る

　
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
大

学
経
営
層
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
た
と
こ
ろ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
教
育
・
経
営
改
革
に
役
立

て
て
い
る
と
い
う
声
の
一
方
で
、
必
要

性
は
感
じ
て
い
る
も
の
の
活
用
に
は
課

題
が
あ
る
と
い
う
お
悩
み
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
改
革
に
活
用
す
る
手
法
と
し
て
は
、

「
改
革
の
方
向
性
を
議
論
す
る
際
の
材

料
」「
改
革
の
達
成
度
を
示
す
指
標
」

と
い
っ
た
学
内
で
活
用
す
る
手
法
と
、

「
国
内
募
集
広
報
に
使
用
」「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の

メ
デ
ィ
ア
パ
ワ
ー
を
使
っ
た
海
外
で
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
」
と
い
っ
た
学

外
向
け
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
活
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題

は
、
大
き
く
は
組
織
面
と
方
法
面
の
２

つ
の
側
面
が
あ
る
よ
う
で
す
。
組
織
面

で
は
、「
入
力
、
分
析
、
活
用
な
ど
を

ど
の
部
署
が
担
う
か
が
決
ま
ら
な
い
」

「
Ｉ
Ｒ
室
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い
」

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
方

法
面
で
は
、「
注
目
す
べ
き
分
野
・
ス

コ
ア
が
定
ま
ら
な
い
」「
世
界
版
（
研

究
力
）
と
日
本
版
（
教
育
力
）
の
ど
ち

ら
を
重
視
す
る
か
迷
っ
て
い
る
」
と

い
っ
た
課
題
を
伺
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２

つ
の
面
を
ま
と
め
る
と
、
ラ
ン
キ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に
」

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
日
本
の
大

学
の
学
部
の
教
育
力
を
可
視
化
し
、
強

み
を
伸
ば
し
て
弱
点
を
補
強
す
る
改
革

の
指
標
の
提
供
を
め
ざ
し
た
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
ラ
ン
キ
ン
グ
に
関
心
を

寄
せ
て
く
だ
さ
る
全
て
の
大
学
と
共

に
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
は

「
誰
が
？
」「
ど
の
よ
う
に
？
」

学
生
の
輸
入
大
国
に
な
る

条
件
を
備
え
た
日
本

  

（株）進研アド
取締役本部長　
田邉心技
たなべしんぎ●（株）ベネッセ
コーポレーション高校事業部に
て数々の高校の教育改革支援
に携わった後、2015年より現
職。THE世界大学ランキングで
は、日本のカウンターパートを担
当する。

　
ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
６
年

に
Ｔ
Ｈ
Ｅ
と
業
務
提
携
を
結
び
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
正
し
い
理
解
と
活

用
を
促
す
た
め
、
日
本
の
大
学
へ
の
情

報
提
供
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
考
え

方
、
デ
ー
タ
の
信
ぴ
ょ
う
性
、
世
界
各

国
へ
の
浸
透
度
な
ど
か
ら
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
は

最
も
信
頼
の
置
け
る
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
１
年
、
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
約
２

０
０
大
学
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
お
伝
え
し
て
い
る
の
は
、
特
色
化
の

た
め
に
改
革
を
行
う
に
は
、
順
位
に
よ

ら
ず
、
ス
コ
ア
を
い
か
に
活
用
す
る
か

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
各
大
学
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が

存
在
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
学

内
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
で
、
過
年
度
比

較
や
学
部
間
比
較
に
用
途
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の

デ
ー
タ
は
外
部
機
関
に
よ
っ
て
測
ら
れ

た
、
他
大
学
と
比
較
で
き
る
相
対
的
な

デ
ー
タ
で
す
。
各
大
学
の
強
み
、課
題
、

伸
び
し
ろ
な
ど
が
数
値
と
し
て
算
出
さ

れ
て
お
り
、
学
内
デ
ー
タ
と
は
別
の
観

点
か
ら
大
学
改
革
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
日
本
版
で
は
今
回
初
め
て
学
生
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。「
教
員
と
交
流
す

る
機
会
が
ど
の
程
度
あ
る
か
」「
授
業

に
ど
れ
だ
け
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

か
」「
学
び
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
」「
友
人
や
家
族
に
自
分
の
大
学

を
勧
め
る
か
」
と
い
っ
た
11
の
質
問
を

用
意
し
、
４
１
１
大
学
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
調
査
数
が
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
基

準
を
満
た
さ
ず
、
今
回
は
指
標
化
を
見

送
り
ま
し
た
。
４
月
現
在
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
が

回
答
を
分
析
中
で
す
。

各
大
学
の
特
色
や
課
題
を

第
三
者
が
客
観
的
に
計
測

（株）ベネッセ
コーポレーション
大学・社会人
事業本部
統括責任者
藤井雅徳
ふじいまさのり●（株）ベネッ
セコーポレーション高校事業部
にて高校の教育改革支援や海
外トップ大進学塾「Route H」
開発に携わった後、現職。THE
世界大学ランキングや語学・留
学事業を通じて大学のグロー
バル化を総合的に支援。

ダンカン・ロス●世界大学ラ
ンキング・国別ランキング設計
の責任者。DataKind UKの理
事会の議長を務め、政府の公
開データを活用し、非営利組織
全体の大規模なデータの利用
を推進している。

TES Global
データ・解析
ディレクター　
Duncan
Ross

日
本
の
大
学
の

多
様
化
、

特
色
化
を

促
す
に
は
？

日
本
の
大
学
に
は
留
学
に
適
し
た

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る

改
革
に
役
立
ち
、大
学
の
特
色
を

表
す
客
観
的・相
対
的
な
デ
ー
タ

ラ
ン
キ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る

課
題
を
克
服
し
教
育・経
営
改
革
へ

学問系統 大学数 大学（順位）

芸術・
人文科学

4
東京大（45）、京都大（100）、名古屋大（251-300）、
早稲田大（251-300）

社会科学 6
東京大（40）、京都大（101-125）、名古屋大
（126-150）、東京工業大（201-250）、北海道大
（301-400）、筑波大（301-400）

医学・
健康科学

26

東京大（32）、京都大（40）、大阪大（92）、東
京医科歯科大（176-200）、慶應義塾大（201-
250）、東北大（201-250）、首都大学東京（201-250）
など

教育学 1 東京大（47）

生命科学 26
東京大（36）、京都大（37）、大阪大（58）、名
古屋大（126-150）、東北大（151-175）、北海
道大（176-200）、慶應義塾大（201-250）など

物理学 13
東京大（36）、京都大（62）、名古屋大（126-150）、
東北大（126-150）、東京工業大（151-175）、
大阪大（176-200）など

技術・
工学

17
東京大（35）、京都大（42）、東北大（61）、東
京工業大（65）、大阪大（98）など

情報工学 7
東京大（35）、京都大（51）、大阪大（101-125）、
名古屋大（176-200）、九州大（201-250）、東
北大（251-300）、早稲田大（251-300）

＊経営・経済学、法学、心理学はランクイン大学なし。



＊１ 中国のトップ９大学の総称。構成大学は、北京大、清華大、上海交通大、復旦大、浙江大、南京大、中国科学技術大、ハルピン工業大、西安交通大。
＊2 日本の11の研究大学からなるコンソーシアム。構成大学は、北海道大、東北大、東京大、早稲田大、慶應義塾大、名古屋大、京都大、大阪大、九州大、筑波大、東京工業大。

＊3 今年度中に開かれるサミットは、６月にYoung Universities Summit（米国）、７月にTeaching Excellence Summit（英国）、９月にWorld Academic Summit（シンガポール）などがある。
　  いずれもTHEの公式サイトより直接申し込みができる。

　　
今
回
、
ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト
の
会

場
と
な
っ
た
の
は
、
中
国
・
深
圳
市
郊

外
に
あ
る
南
方
科
技
大
学
。
T
H
E
が

中
国
本
土
で
初
め
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
だ

け
で
な
く
、
街
全
体
が
イ
ベ
ン
ト
の
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。
随
所
に
ド
ロ
ー
ン

や
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
し
た
の
も
、
中
国

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
深
圳
な
ら
で
は
だ
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
期
間
は
３
日
間
。

ア
ジ
ア
の
地
域
特
性
を
ふ
ま
え
て
「
産

業
界
か
ら
の
収
入
」
の
ス
コ
ア
比
率
が

高
い
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表
の

ほ
か
、
講
演
会
や
現
地
視
察
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
の
多
く
は
、
地
元
・
中
国
を

は
じ
め
ア
ジ
ア
の
大
学
関
係
者
や
政
府

機
関
関
係
者
だ
が
、
彼
ら
に
混
じ
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
オ
セ
ア
ニ

ア
か
ら
の
大
学
関
係
者
の
姿
も
見
ら
れ

た
。「
伸
び
盛
り
の
ア
ジ
ア
の
大
学
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
優
秀
な
留
学

生
を
獲
得
し
た
い
、
共
同
研
究
に
つ
な

げ
た
い
」
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
を
感

じ
た
。

　
２
日
目
に
行
わ
れ
た
中
国
の
国
家
自

然
科
学
基
金
委
員
会
のW

ei Y
ang

氏

の
講
演
で
は
、「
影
響
力
の
高
い
学
術
論

文
の
生
産
性
に
お
い
て
、
中
国
の
C
9

が
日
本
の
R
U
11
を
上
回
っ
た
」
と
い

う
説
明
が
な
さ
れ
た
。
３
日
目
の

T
H
E
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
分
析

で
も
、
東
京
大
学
【
8
位
】
と
ア
ジ
ア

各
国
の
ト
ッ
プ
大
学
の
詳
細
な
ス
コ
ア

比
較
が
解
説
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
日
本
が
ア
ジ
ア
各
国
、
特
に
中

国
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
に
今
回
の
ア
ジ
ア
版
で
ト
ッ
プ

3
5
0
+
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
日
本
の

大
学
は
89
大
学
と
全
体
の
４
分
の
１
を

占
め
、国
別
で
は
最
多
で
あ
る
。
し
か
し
、

ト
ッ
プ
20
に
入
っ
た
大
学
は
２
大
学
の

み
。
一
方
で
、
中
国
は
全
体
の
５
分
の

１
に
あ
た
る
63
大
学
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、

ト
ッ
プ
20
に
７
大
学
が
入
っ
て
お
り
、

ト
ッ
プ
大
学
で
は
中
国
が
優
位
に
立
っ

て
い
る
。
T
H
E
デ
ー
タ
・
解
析
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
ダ
ン
カ
ン
・
ロ
ス
氏
は
、

「
2
0
1
9
年
に
は
世
界
版
に
中
国
は
新

た
に
10
校
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
中
に
は
7
年
前
に
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
の
こ
の
南
方
科
技
大
も
入
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
予
測
し
て
い
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
デ
ィ

ナ
ー
タ
イ
ム
で
同
じ
テ
ー
ブ
ル
だ
っ
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
職
員
と
タ
イ
の

大
学
教
員
は
、
さ
っ
そ
く
「
学
生
を
送

り
合
お
う
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
話
を

進
め
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
の
あ
る
大

学
は
、「
休
眠
状
態
に
な
っ
て
い
る
海
外

協
定
校
の
関
係
者
を
探
し
て
、
関
係
継

続
の
た
め
に
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い

る
」
と
話
し
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
既

存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
に
も
活

用
で
き
そ
う
だ
。

　
今
回
、
日
本
か
ら
参
加
し
た
大
学
は

14
校
。
ラ
ン
ク
イ
ン
数
の
割
に
は
参
加

大
学
数
が
多
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
海

外
に
お
い
て
も
ラ
ン
キ
ン
グ
の
是
非
は

終
わ
り
の
な
い
議
論
で
あ
る
も
の
の
、

少
な
く
と
も
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
を
活
用

し
て
自
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
役
立

て
よ
う
と
考
え
て
い
る
参
加
者
は
、
サ

ミ
ッ
ト
全
体
を
通
じ
て
多
か
っ
た
。
例

え
ば
韓
国
の
K
A
I
S
T
【
10
位
】
の

広
報
担
当
者
は
、
T
H
E
の
情
報
誌
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
、
海
外
で

の
認
知
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る

と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
工
科
大
学
【

114
位
】
の

改
革
担
当
者
も
、
T
H
E
を
含
む
外
部

か
ら
の
評
価
を
広
報
に
使
う
だ
け
で
な

く
（
名
刺
に
評
価
さ
れ
た
機
関
の
ロ
ゴ

記
載
あ
り
）、
ス
コ
ア
な
ど
を
改
革
の
達

成
目
標
や
K
P
I
と
し
て
設
定
し
て
い

る
と
語
っ
て
い
た
。

　
ア
ジ
ア
版
の
後
に
発
表
さ
れ
た
日
本

版
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
国
際
性
の
ス
コ

ア
の
比
率
が
高
ま
っ
た
。
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
高
め
る
こ
と
は
国
際
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
日
本
の
大
学
に

対
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の
注
目
度
は
依
然

と
し
て
高
く
、
各
大
学
は
そ
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
せ
る
立
場
に
あ
る
。
世
界
各

国
で
行
わ
れ
る
T
H
E
の
サ
ミ
ッ
ト
へ

の
参
加
は
貴
重
な
機
会
に
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。
今
回
の
参
加
を
機
に
改
め
て
そ

う
感
じ
た
。

THEによるランキング結果解説
人脈構築のための休憩時間／
パネルディスカッション／基調講演

ランチ／パネルディスカッション／
基調講演／閉会式

2018 5-613

1会場となった南方科技大学。2012年開校の新しい公立大学で、学生数は約4400人。2初日の
ウェルカムディナーの会場。席は決まっておらず、各自が自由にコミュニケーションを取れる。３南洋理工
大学の学長は講演の中で「科学技術への投資こそ都市の急速な発展をもたらす」と述べた。４中国の
国家自然科学基金委員会のWeiYang氏の講演資料。影響力の高い学術論文の生産性を、中国の
C９、日本のRU１１、米国のアイビーリーグ等で比較している。５、６アジア大学ランキング発表の様子。

拡
大
す
る
ア
ジ
ア
市
場
に

欧
米
の
大
学
が
注
目

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

関
係
継
続
に
サ
ミ
ッ
ト
を
活
用

アジア大学サミット2018概要

注
目
度
の
高
い
日
本

国
際
競
争
力
の
高
い
中
国

ア
ジ
ア
か
ら
日
本
の
高
等
教
育
を
見
る

ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト 

参
加
レ
ポ
ー
ト

2
0
1
8
年
２
月
、日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
先
立
っ
て
、中
国
・
深
圳
市
で
ア
ジ
ア
大
学
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、ア
ジ
ア
各
国
の
国
際
的
な

教
育
・
研
究
に
関
す
る
相
互
交
流
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

THE Asia Universities Summit 2018
in Shenzhen

益子裕也
ましこゆうや●大学の活性化、グロー
バル化に向け、多角的に分析・提言を
行っている。

1 2

3 4

6

プログラム

2
日
目

１
日
目

3
日
目

午後

午後

午後

午前

午前

午前

テーマ

5

【開催日時】2018年２月５日～７日
【開催地】南方科技大学（中国・深圳）

【参加費用】約10万円（早期申し込みで割引あり）

【参加者】世界の高等教育機関の教職員、
政府関係者、企業関係者

（日本の参加大学：北海道大、東北大、政策研究大学院大、
東京大、東京工業大、静岡大、長岡技術科学大、岡山大、
九州大、東洋大、東海大、中央大、関西学院大、近畿大）

Connecting cities, changing the world : 
research universities building Asia

THEスタッフによる分科会

ランチ／市内ツアー／ウェルカムレセプション
／ウェルカムディナー

開会式／基調講演

ランチ／分科会／人脈構築のため
の休憩時間／パネルディスカッション
／ディナー／ランキング発表
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＝20

＝20

教育機関 国／地域

アジア大学ランキング2018TOP20
2018順位

1

3

2

5

6

4

11

7

9

8

14

10

13

12

15

16

25

19

17

18

29

シンガポール国立大学

清華大学

北京大学

香港大学

香港科技大学

南洋理工大学

香港中文大学

東京大学

ソウル大学

韓国科学技術院（KAIST）

京都大学

浦項工科大学

成均館大学

香港城市大学

中国科学技術大学

復旦大学

南京大学

浙江大学

香港理工大学

上海交通大学

延世大学

シンガポール

中国

中国

香港

香港

シンガポール

香港

日本

韓国

韓国

日本

韓国

韓国

香港

中国

中国

中国

中国

香港

中国

韓国

2017順位

＊2

＊1

（株）進研アド グローバル支援部

＊3

※
本
文
中
に
出
て
く
る
大
学
名
の
下
の【  

】内
の
数
字
は
T
H
E
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
8
の
順
位
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特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
加
え

指
導
に
生
か
す
高
校
も

高校の進路指導は、より広く、より深く、より早くへ  

＊201７年６月時点

日
本
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
は

高
校
で
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か

Report

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た

情
報
発
信
が
求
め
ら
れ
る

  

地元大や
偏差値の高い
大学に注目

教育や研究に
特色がある
大学に注目

情報収集型の
大学調べ

仮説検証型の
大学調べ

学部・学科を
調べてから
大学を調べる

まず
大学そのものを
調べ、研究する

▶教育や研究について、
　大学としての特色を打ち出す
▶高校生を大学のファンにする

　
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本

版
（
以
下
、
日
本
版
）
が
誕
生
し
て
か

ら
ま
だ
１
年
程
度
で
す
が
、
高
校
の
教

育
現
場
で
は
徐
々
に
認
知
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
高
校
教
員
を
対
象
に
実
施
し
た
調

査
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
キ
ン
グ
ポ
ス
タ
ー

を
校
内
に
掲
示
し
て
い
る
高
校
は

2
0
1
7
年
６
月
時
点
で
約
23
％
。
ラ

ン
キ
ン
グ
の
発
表
か
ら
３
か
月
程
度
し

か
経
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
高
い
数
値
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
加
え
て
、
同
年
11
月
の
時
点
で
高
校

教
員
の
約
70
％
が
「（
日
本
版
を
）
知
っ

て
い
る
」と
回
答
し
て
お
り
、ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
す
る
だ
け
で
な
く
、す
で
に
４
・

２
％
の
教
員
が
日
本
版
を
「
指
導
・
校

内
資
料
に
生
か
し
て
い
る
」、
6
・

6
%
が
「
話
題
に
し
た
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

認
知
が
広
ま
り
、
指
導
に
活
用
す
る
高

校
が
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
高
校
の
進
路
指
導
は
、
将
来
の

職
業
を
基
に
進
学
先
を
検
討
す
る
「
職

業
逆
算
型
」
か
ら
、
社
会
と
自
分
の
つ

な
が
り
を
深
く
考
え
た
う
え
で
進
学
先

を
絞
り
込
む
「
探
究
型
」
へ
と
シ
フ
ト

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
激

し
い
変
化
が
見
込
ま
れ
る
こ
れ
か
ら
の

社
会
で
は
、
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

が
ら
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
進
路
指
導
が「
探
究
型
」

へ
と
転
換
す
る
の
に
伴
い
、
大
学
で
学

ぶ
こ
と
を
高
校
生
に
よ
り
意
識
さ
せ
る

た
め
、
大
学
を
、①
よ
り
広
く
②
よ
り

深
く
③
よ
り
早
く
研
究
す
る
指
導
が

重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
①
の
背
景
に
は
、
高
校
生
の
地
元
志

向
が
あ
り
ま
す
。
探
究
活
動
を
通
し
て

将
来
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
て
も
、
進

学
先
を
地
元
に
限
定
し
て
し
ま
う
と
、

地
元
大
学
の
学
部
・
学
科
の
枠
内
で
進

路
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
探
究
活
動
で
得
た
気
づ
き
を
進
路

選
択
に
生
か
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
大
学
選
び
の
視
野
を
広
げ
、

地
元
以
外
の
大
学
に
も
目
を
向
け
さ
せ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
日
本
版
を
活
用
し
て

い
る
と
の
声
を
高
校
教
員
か
ら
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
②
の
「
よ
り
深
く
」
に
関
し
て
は
、

大
学
の
魅
力
を
高
校
生
が
自
分
の
言
葉

で
語
れ
る
よ
う
に
、
大
学
調
べ
に
探
究

活
動
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
試
み
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
「
偏
差

値
だ
け
で
大
学
を
選
ん
で
ほ
し
く
な

い
。
大
学
を
深
く
知
り
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
実
現
で
き
る
進
学
先
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
の
高
校
教
員
の
思

い
が
あ
り
ま
す
。
日
本
版
の
分
野
別
ス

コ
ア
に
着
目
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
大

学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
仮
説
を
立

て
、
実
際
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
で
検
証
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
高

校
も
あ
り
ま
す
。

　
③
の
よ
う
に
大
学
研
究
の
時
期
が
早

ま
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
は
、「
フ

ラ
ッ
ト
な
視
点
で
大
学
を
見
て
、
大
学

で
学
ぶ
意
義
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
の

高
校
教
員
の
考
え
が
あ
り
ま
す
。
受
験

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
高
校
生
が
偏
差
値

で
進
学
先
を
考
え
る
傾
向
は
強
ま
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
１
年
次
の
早
い
時
期

か
ら
、
教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
の
大

学
を
意
識
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。
日
本
版
の
ポ
ス
タ
ー
が
低
学
年
の

生
徒
で
も
目
に
付
き
や
す
い
廊
下
な
ど

に
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た

意
図
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
中
に
は

高
校
入
学
直
後
か
ら
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
研
究
す
る
こ
と

で
、
卒
業
ま
で
に
身
に
付
け
る
力
を
意

識
さ
せ
て
い
る
高
校
も
あ
る
く
ら
い
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
高
校
の
進
路
指
導
の
変

化
に
対
し
て
、
大
学
に
は
ど
の
よ
う
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
一
つ
は
、
地
元
以
外
の
大
学
に
目
を

向
け
て
い
る
高
校
生
に
自
学
の
特
色
を

伝
え
、
自
学
の
フ
ァ
ン
に
す
る
努
力
が

重
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
学
研
究
を

よ
り
深
く
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
自
学
の
強
み
を
、
エ
ビ
デ
ン
ス

を
し
っ
か
り
示
し
な
が
ら
伝
え
て
い
く

こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
大
学
で
学
ぶ
意
義
を
考
え
さ

せ
る
指
導
の
中
で
、
高
校
生
に
自
学
で

の
学
び
を
印
象
づ
け
る
た
め
、
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
を
工
夫
し
、
認
知
さ
せ
る
必

要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
1
7
年
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
。高
校
の
進
路
指
導
の
現
場
で
は
、

ど
の
程
度
認
知
さ
れ
、具
体
的
に
ど
う
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
？
　
近
年
の
進
路
指
導
の
変
化
と
併
せ
て
解
説
す
る
。　

（株）ベネッセコーポレーション
初等中等教育事業本部
教育情報センター長

渡邉慧信

わ
た
な
べ
え
し
ん
●
高
校
教
育
や
大
学
入
試
に
関
す
る
調
査
・
分

析
を
基
に
、全
国
の
高
校
に
対
し
て
、生
徒
の
成
長
や
自
己
実
現
に

つ
な
が
る
情
報
提
供
・
指
導
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

大学に求められること

5.2

B e f o r e A f t e r

①より広く

②より深く

③より早く
▶大学で学ぶ意義が
　高校生に伝わるように
　３ポリシーを工夫し、
　認知してもらう

▶大学の魅力をエビデンスを
　示して伝える

日本版2017発表直後、５校に１校がポスターを掲示
【質問】
THE世界大学
ランキング
日本版2017の
ポスターを活用
していますか？

日本版に対する高校教員の認知は徐々に広がっている

0 20 40 60 80 100（%）10 30 50 70 90

【質問】THE世界大学ランキング
日本版2017についてご存じですか？

2017年6月

2017年11月

知っていた

貼っている

知っているが
貼っていない

 知らないので
貼っていない

不明

53.5

22.8%

22.7%
45.4%

9.1%

59.1

校内等で
話題にした

6.8

6.6

知っていて
指導・校内資料に
生かしている

4.1

4.2

初めて知った

28.9

24.9

不明

6.7

高校では、偏差値ポスターと並べて日本版ポスターを掲示。

高
校
の
進
路
指
導
は

「
探
究
型
」に
シ
フ
ト

＊201７年ベネッセコーポレーション調べ。高校教員対象。N＝4214
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取材・文／本間学



進路部長
高桑知哉校長  香山真一

進路部
安保哲男

2018 5-617
取材・文／本間学　撮影／高橋龍次（札幌南高校）、冨岡誠（和気閑谷高校）

T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版

は
高
校
で
ど
う
活
用
さ
れ
る
の
か
。

偏
差
値
一
辺
倒
で
は
な
い
進
路
指
導
を

模
索
し
て
い
る
高
校
に
話
を
聞
い
た
。

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

「日本版」の研究を探究活動の一部に

北
海
道

札
幌
南
高
校

進
路
実
績
●
2
0
1
7
年
度
の
合
格
実
績
は
、国
公
立
大
学

2
1
4
人（
北
海
道
大
、東
北
大
、東
京
工
業
大
、東
京
大
、一

橋
大
、京
都
大
、大
阪
大
な
ど
）。私
立
大
学
の
主
な
合
格
実

績
は
、慶
應
義
塾
大
、早
稲
田
大
な
ど
。

2
0
1
7
年
度
の「
進
路
だ
よ
り
」で
は
東
京
大
学
、東
北
大
学

な
ど
を
紹
介
。日
本
版
の
総
合
順
位
だ
け
で
な
く
、分
野
別
の
順

位
・ス
コ
ア
を
交
え
な
が
ら
、大
学
の
強
み
を
分
析
し
た
。

岡
山
県
立

和
気
閑
谷
高
校

進
路
実
績（
普
通
科
）●
過
去
３
年
間
の
４
年
制
大
学
進
学

者
は
約
４
割（
国
公
立
大
学
1
・
5
%
、私
立
大
学
35
・
7
%
）。

私
立
大
学
の
主
な
合
格
実
績
は
、川
崎
医
療
福
祉
大
、岡
山

商
科
大
、岡
山
理
科
大
、環
太
平
洋
大
、就
実
大
な
ど
。

進路実績●2017年度の合格実績は、国公立大学
135人（福岡教育大、佐賀大、長崎大など）。私立大
学の主な合格実績は、福岡大、西南学院大など。

進
路
指
導
の
現
場
で

ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を

「
進
路
だ
よ
り
」で
紹
介

ス
コ
ア
に
表
れ
た

大
学
の
特
徴
を
探
究
さ
せ
た
い

ラ
ン
キ
ン
グ
が
大
学
教
育
の

質
を
高
め
る
こ
と
に
期
待

起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

響
を
測
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
前

回
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
２
位
に
入
っ
た

東
北
大
学
へ
の
志
願
者
が
本
校
で
は
例

年
に
比
べ
て
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
本
校
の
生
徒
の

志
望
先
と
し
て
あ
ま
り
意
識
さ
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
エ
リ
ア
の
大
学
も
、
選

択
肢
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
日
本
版
の

ス
コ
ア
を
見
て
、
本
校
か
ら
進
学
す
る

生
徒
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
長
岡
技

術
科
学
大
学
を
第
一
志
望
に
す
る
生
徒

も
出
て
き
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
も
、
生
徒
が
日
本
全
国
か
ら
「
自
分

が
本
当
に
満
足
で
き
る
大
学
」
を
見
つ

け
て
進
学
し
て
い
く
の
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
日
本
版
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
、

そ
う
し
た
生
徒
が
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
校
で
は
、
進
路
選
択
に
役
立
つ
情

報
を
生
徒
に
提
供
す
る
た
め
に
、「
進

路
だ
よ
り
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
前

年
度
は
、「
大
学
研
究
」
を
テ
ー
マ
に

全
10
号
を
配
布
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版

（
以
下
、
日
本
版
）
の
結
果
も
紹
介
し
、

大
学
選
び
の
観
点
を
生
徒
に
伝
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
１
年
次
に
行
う
進
路
学

習
の
時
間
で
も
、
気
に
な
る
大
学
の
受

験
科
目
を
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本

版
の
サ
イ
ト
で
、
そ
の
大
学
の
順
位
や

ス
コ
ア
を
確
認

す
る
よ
う
促
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
始
め
た

理
由
は
、
入
試

難
易
度
以
外
の

観
点
も
含
め
て

進
学
先
を
検
討

し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。
大
学

選
び
の
基
準
が

入
試
難
易
度
だ

け
だ
と
、
い
わ
ゆ
る
〝
偏
差
値
が
高

い
大
学
〞だ
け
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
。

特
に
低
学
年
次
に
偏
差
値
だ
け
で
志

望
大
を
決
め
る
と
、
そ
こ
か
ら
視
野

が
広
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、〝
偏
差
値
が
高
い
大
学
〞＝「
自

分
が
学
び
た
い
学
問
を
学
ぶ
の
に
ベ

ス
ト
な
大
学
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き

る
進
学
先
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
大
学
を
調
べ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
で
も
、

４
つ
の
分
野
で
大
学
を
比
較
・
検
討

で
き
る
日
本
版
は
有
効
だ
と
判
断
し

ま
し
た
。

　
教
育
力
を
重
視
し
て
い
る
点
も
、
日

本
版
を
活
用
す
る
理
由
の
一
つ
で
す
。

就
職
等
に
着
目
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
は
こ

れ
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り

も
各
大
学
の
教
育
力
の
分
析
の
ほ
う

が
、
生
徒
や
保
護
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
際
に
は
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ス
コ
ア
を
算
出
す
る
た
め
の
項
目
も
バ

ラ
ン
ス
が
よ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
新
し
い
ラ
ン
キ
ン
グ
の
登

場
は
、
生
徒
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
正
確
に
そ
の
影

「日本版」を活用し、多面的に大学を研究

AP研究から考える
高校生活と将来

福岡県立筑紫高校 日
本
版
の
登
場
は

生
徒
の
大
学
選
び
に
も
影
響

　
前
年
度
は
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
日
本
版（
以
下
、
日
本
版
）の
ポ
ス

タ
ー
を
廊
下
に
貼
っ
て
、
大
学
選
び
の

参
考
に
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
進

路
指
導
の
中
に
も
徐
々
に
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

「
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
大
学
＝
よ
い
大

学
」
と
し
て
勧
め
る
よ
う
な
短
絡
的
な

指
導
で
は
な
く
、
気
に
な
る
大
学
の
分

野
別
ス
コ
ア
に
着
目
さ
せ
、「
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
数
値
に
な
っ
て
い
る
の
か
」

「
数
値
の
裏
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が

あ
る
の
か
」
な
ど
を
生
徒
自
身
に
調
べ

さ
せ
る
指
導
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ラ

ン
キ
ン
グ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
を
探
究
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
活
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
１
、
２
年
次

の
大
学
調
べ
の
時
期
に
な
る
で
し
ょ

う
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
時
に

活
用
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
参
加
前
に
ス
コ
ア
を
調
べ
て
、

そ
の
ス
コ
ア
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

仮
説
を
立
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
見
立
て
て
、

施
設
を
見
学
し
た
り
、
教
員
や
在
学
生

に
質
問
し
た
り
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

自
体
が
探
究
活
動
と
な
り
、
教
育
効
果

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
版
に
つ
い
て
は
、
分
野
別
の
ラ

ン
キ
ン
グ
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
偏
差
値
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
埋
も

れ
て
い
た
大
学
の
魅
力
が
見
え
て
く
る

点
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
校
の

評
判
調
査
か
ら
算
出
さ
れ
た
「
教
育
充

実
度
」
は
多
く
の
高
校
教
員
が
注
目
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
か
ら
見
て
も
、

「
教
育
充
実
度
」
は
改
善
の
取
り
組
み

が
い
の
あ
る
指
標
で
し
ょ
う
。
そ
の
際

に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、「
い
か
に

学
生
主
体
の
教
育
を
行
う
か
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
で
成
長
を
実
感

で
き
た
学
生
は
、
そ
の
感
想
を
母
校
の

高
校
に
伝
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
結

果
的
に
彼
ら
の
意
見
が
高
校
教
員
の
評

判
に
反
映
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
指
標
が
ラ
ン
キ
ン
グ
に
設
定
さ
れ
る

こ
と
で
、
大
学
教
育
の
中
身
が
変
わ
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
教
育
の
質
が
変
化
す
れ

ば
、
そ
れ
を
測
る
た
め
の
新
た
な
指
標

が
登
場
す
る
可
能
性
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。
ラ
ン
キ
ン
グ
と
大
学
教
育
が

相
互
に
影
響
し
合
い
、
互
い
の
質
を
高

め
合
う
よ
う
な
関
係
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　近年の高校の進路指導は「早期から」「より深く」大学調べをさせるように
なっている。福岡県立筑紫高校では、入学直後の４月から、大学のアドミッ
ション・ポリシー（AP）の研究をさせている。指定された３大学（東京大、大阪
大、愛媛大）のAPを熟読し、「APが描く人物像」「大学がこのAPを定めた理
由」などのワークに取り組む。大学がどのような人材を求めているのかを知る
ことで、今後の高校生活を
考える第一歩にしてもらうこ
とが目的だ。また、１年次の
７月には、近隣の立命館ア
ジア太平洋大学（APU）で
の研修を設け、「何のため
に学ぶのか」「将来、社会
のために何ができるのか」を
生徒が考えるきっかけにし
ているという。大学を多面
的に調べさせることを通じ
て、自らの将来を考えさせる
教育の好例と言えよう。

＊

＊前回総合ランキング17位

し

ず

た

に

わ

け
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教育力や研究力をどのようにアピールするか？

日本版の指標から考える教育力向上施策の一例  対
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
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単
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
」
と
広
報
す
る
よ
り
も
、
ラ
ン

キ
ン
グ
や
ス
コ
ア
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
大
学

に
比
べ
て
ど
れ
だ
け
優
れ
て
い
る
の
か

を
相
対
的
に
示
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
一
方
の
学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
つ
ま
り
ラ
ン
キ
ン
グ
を
高
め
る
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
大
学

に
聞
い
た
情
報
を
集
約
す
る
と
、
日
本

版
の
４
分
野
に
つ
い
て
は
、【
図
表
３
】

の
施
策
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
「
教
育
リ
ソ
ー
ス
」
の
ス
コ

ア
算
出
項
目
は
「
資
金
」「
入
学
者
の
学

力
」
な
ど
４
つ
の
要
素
に
整
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
「
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
高
大
接
続
改
革
」
と
い
っ
た
施
策
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
戦
略
的
な
資
源

の
獲
得
と
分
配
が
実
現
で
き
ま
す
。

　
総
合
ス
コ
ア
も
含
め
、
ラ
ン
キ
ン
グ

の
ス
コ
ア
は
、
改
革
を
進
め
る
た
め
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
利
用
価
値
が
あ
り
ま

す
。
自
学
独
自
の
調
査
と
は
異
な
り
他

大
学
と
の
比
較
が
で
き
る
た
め
、Ｉ
Ｒ

に
用
い
や
す
い
と
言
え
ま
す
。
自
学
が

意
識
し
て
い
る
分
野
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本

版
（
以
下
、
日
本
版
）
が
発
表
さ
れ
て

１
年
、
多
く
の
大
学
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
関
す
る
研
修
の
お
手
伝
い
を
す
る
中

で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
与
え
る
ラ

ン
キ
ン
グ
の
影
響
力
は
徐
々
に
理
解
さ

れ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
大
学
に
と
っ

て
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、「
対
応
せ
ざ
る
を

得
な
い
」
も
の
か
ら
「
使
わ
な
い
手
は

な
い
」
も
の
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
の
活
用
に
は
、
ス
コ
ア

や
ラ
ン
ク
を
高
め
る
た
め
の
学
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ
ン
キ
ン
グ
を

ア
ピ
ー
ル
材
料
と
し
て
使
う
対
外
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
２
つ
の
方
向
性

が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
も
必
要
で
し
ょ
う
【
図
表
１
】。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
ラ
ン
キ
ン
グ
活
用

に
積
極
的
な
大
学
が
多
々
あ
り
ま
す
。

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
（
以

下
、
世
界
版
）
22
位
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

国
立
大
学
は
、Ｉ
Ｒ
担
当
の
職
員
を
約

30
人
配
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
を
分
析
。
必

要
な
施
策
を
検
討
し
て
学
内
各
部
署
と

連
携
す
る
一
方
で
、
対
外
的
な
メ
デ
ィ

ア
戦
略
も
講
じ
て
い
ま
す
。「
ラ
ン
キ

ン
グ
が
向
上
す
れ
ば
世
界
の
ト
ッ
プ
大

学
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し
や

す
く
な
る
↓
ま
す
ま
す
プ
レ
ゼ
ン
ス
が

上
が
る
」
と
い
う
好
循
環
に
気
づ
い
た

か
ら
こ
そ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
施
策
に
人
や

資
金
を
投
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
日
本
版
と
世
界
版
の
結
果
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
自
学
の
広
報
戦
略
上
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
確
認
で
き
ま
す
。
日
本
版

が
教
育
力
を
、
世
界
版
が
研
究
力
を
表

す
と
見
な
す
と
、
例
え
ば
【
図
表
１
】

の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
が

で
き
ま
す
。
国
際
的
な
指
標
か
ら
自
学

の
教
育
力
、
研
究
力
を
把
握
し
た
う
え

で
、
そ
れ
ら
を
国
内
、
国
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
両
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
り
、
中
で
も
世

界
版
で
６
０
０
位
以
内
の
Ａ
ゾ
ー
ン
の

大
学
は
、
研
究
力
が
高
い
大
学
で
す
。

ま
ず
は
そ
の
こ
と
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
国
際
競
争
力

を
高
め
る
た
め
に
は
、
世
界
Ｔ
Ｏ
Ｐ
２

０
０
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
研
究
力
も
教
育
力
も
高

い
大
学
は
、
そ
れ
を
国
内
だ
け
で
な
く

海
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
日
本
版
が
通

用
す
る
の
は
国
内
だ
け
で
は
な
い
か
ら

で
す
。
年
間
12
億
Ｐ
Ｖ
を
記
録
す
る
Ｔ

Ｈ
Ｅ
の
英
語
版
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る

ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
の
ス
コ
ア
や
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
、
世
界
に
対
し
て
強
い
影

響
力
が
あ
り
ま
す
。
留
学
生
募
集
、
海

外
大
学
と
の
協
定
締
結
、
海
外
研
究
者

と
の
共
同
研
究
な
ど
に
有
効
で
し
ょ

う
。
会
津
大
学
の
よ
う
に
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
サ

イ
ト
を
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
活
用
す
る
動

き
も
見
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

　
教
育
力
が
高
い
の
が
Ｃ
ゾ
ー
ン
の
大

学
で
す
。
桜
美
林
大
学
で
は
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
の

サ
イ
ト
や
情
報
誌
を
活
用
し
て
教
育
力

の
高
さ
を
国
内
外
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
外
部
機
関
に
よ
る
評

価
な
の
で
、
強
み
を
広
報
す
る
素
材
と

し
て
使
い
勝
手
が
よ
い
点
が
特
徴
で
す
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
把
握
し
て

広
報
戦
略
を
練
る

改
革
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て

ス
コ
ア
の
活
用
を

特集●多様性と特色化を促す日本大学ランキング

（株）進研アド
教育改革支援室 室長 

横山俊介
よこやましゅんすけ●（株）ベネッセコー
ポレーション高校事業部を経て現職。
THE世界大学ランキング分析、留学促進
施策研究、英語力向上プログラム開発な
ど、大学のグローバル化を総合的に支援。
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内
を
め
ざ
し
、研
究
力
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

B
研
究
力
と
教
育
力
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

【図表２】 

【図表3】 

構成要素 施策例 改革の視点

国際

目標

研究

ＩＲ

教育

広報

組織

予算

ランキング活用法とその体制
どんな体制で臨むか

【図表1】

ガバナンス
強化

対外コミュニケーション

学内コミュニケーション

・・
・・
・

・・
・・
・・
・・

・・
・・
・・

・・
・・
・・

学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

対
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

取材・文／児山雄介

ランキングをどう高めるか

国際

評判

資金

教育

学内コミュニ
ケーション

ラ
ン
キ
ン
グ
を
活
用
す
る
方
法

H
o

w
 to

ランキングで何ができるか

海外ブランディング

大学間協定

国内学生募集

マスメディア対応
対外コミュニ
ケーション
対外コミュニ
ケーション

□財務マネジメント
□コスト構造改革

□競争的資金獲得
□産学連携促進

□寄付金の獲得

□教職員の質向上□入学者定員管理 □教員数管理

□研究マネジメント □URAの設置 □研究と教育のバランスマネジメント

□eポートフォリオを活用した
　入学者選抜

□データを活用した
　戦略的募集戦略

□語学教育プログラムの充実
□海外留学の活性化

□在学生調査の経年比較
□卒業生調査のしくみ構築

□高大接続プログラムの開発
□同窓会組織の活性化

□主体性／多様性／協働性の育成
□思考力／判断力／表現力の育成
□育成する能力と測定する
　評価の一体化

□大学全体としての
　学修歴の可視化と検証
□ポートフォリオ構築と
　IR室による検証・改善

□高大接続改革
□育成型入学者選抜

□入学前教育、初年次教育、
　基礎教育の充実
□少人数教育の充実

□ゼミの低学年化・活性化
□資格取得率の向上
□アクティブ・ラーニングの活性化

□ポートフォリオの活用
□学修歴・活動歴の可視化

□リフレクションの機会設定
□在学生調査の充実

□広報戦略のブラッシュアップ
□高校向けの広報の低学年化

□高校の進路指導教員との
　リレーション強化

□キャリア教育の充実
□国内・海外インターンシップの充実
□就職活動支援の充実

□OB・OGのネットワーク構築
□大学院への最適なマッチング
□アクティブ・ラーニングの導入

□学生自身の学修歴の
　可視化とアピール
□語学力を育成するしくみの充実

●外国人留学生の受け入れ促進
□留学生募集戦略の立案
□海外協定校の拡大、
　海外での認知拡大

□国内の日本語学校への
　プロモーション強化
□留学生入試の工夫
□日本語教育プログラムの構築

□英語学位取得プログラムの設置
□留学生生活環境、住環境整備
□留学生の就職支援

●日本人学生のマインドセット
□英語学習環境の整備
□留学にチャレンジする機会の拡大

□留学にチャレンジしやすい
　スケジュール設計
□留学生と共同生活できる
　国際寮の設置

□学生の英語力の可視化と検証
□英語外部検定試験の入試活用
□外国人教員受け入れの促進

□ディプロマポリシーの明確化
□ディプロマポリシーに沿った
　カリキュラムポリシー策定
□カリキュラムポリシーを実現し得る
　アドミッションポリシーの策定

能力の育成

キャンパス内の
ダイバーシティの
推進

資金

教員数・学生数

論文

入学者の学力

質の高い教育

学生の成長実感

特色の認知拡大

能力の定義と
言語化

グローバル環境を
生かした学生の
育成

戦略的な
資源の分配

特色ある
教育による
人材育成

一貫性のある
AP・CP・DPの
構築

グローバル人材
を育成できる
しくみの構築
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は
、「
教
育
充
実
度
」
の
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
の
重
視
」
や
「
国
際
性
」

の
ス
コ
ア
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
　

　
そ
の
他
に
、
学
生
の
自
主
的
な
課
外

活
動
を
支
援
す
る
「
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
、
G
C
E
の
養
成
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。
学
生
が
チ
ー
ム
を
作

り
、
も
の
づ
く
り
の
企
画
を
提
案
。
審

査
通
過
チ
ー
ム
に
最
大
２
０
０
万
円
の

資
金
を
提
供
し
て
お
り
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ

２
０
１
７
世
界
大
会
優
勝
な
ど
数
多
く

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
の
取
り
組
み
や
教
育
・
研
究
に

対
す
る
姿
勢
は
、
九
州
、
西
日
本
で
は

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
全
国
、

世
界
と
な
る
と
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

す
。
研
究
や
教
育
の
よ
さ
を
示
す
客
観

的
な
指
標
と
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
も

活
用
し
な
が
ら
、
入
試
説
明
会
、
高
校

訪
問
、
海
外
で
の
留
学
説
明
会
な
ど
を

通
し
て
、
積
極
的
に
認
知
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

　
今
回
の
日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

４
分
野
と
も
ス
コ
ア
が
上
昇
し
ま
し

た
。
本
学
の
教
育
活
動
が
前
進
し
、
高

校
教
員
や
企
業
か
ら
も
評
価
さ
れ
た
結

果
と
し
て
、
う
れ
し
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
よ
い
評
価
を
教
職
員
全
員
で
共

有
す
れ
ば
士
気
が
高
ま
り
ま
す
。逆
に
、

悪
い
評
価
は
、
社
会
的
関
心
と
本
学
の

活
動
と
の
間
に
開
き
が
生
じ
て
い
る
と

受
け
止
め
、
対
処
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
１
９
０
９
年
に
開
学
し
た
技

術
者
養
成
を
旨
と
す
る
明
治
専
門
学
校

を
前
身
と
し
、
各
時
代
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
技
術
者
が
活
躍
で
き
る
の
か

を
考
え
、
教
育
の
あ
り
方
を
変
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
、専
門
性
に
加
え
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
が
不
可
欠
で

す
。
そ
こ
で
協
働
性
、
受
容
力
、
発
言

力
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー（
G
C
E
：Global Com

petency 
for Engineer

　
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

を
養
成
す
る
教
育
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発

と
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
G
C
E
の
教
育
活
動
に
は
、「
海
外

学
習
体
験
（Study abroad

）」「
海

外
就
業
体
験
（W

ork abroad

）」「
グ

ロ
ー
バ
ル
教
養
教
育
」「
語
学
教
育
」「
留

学
生
と
の
協
働
学
習
」
の
５
つ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
「
海
外
学
習
体
験
」

に
つ
い
て
は
、
６
１
５
人
の
学
生
が
２

０
１
７
年
度
に
は
参
加
。
２
０
１
２
年

度
と
比
べ
る
と
５
倍
以
上
の
数
で
す
。

一
方
、「
海
外
就
業
体
験
」
に
は
年
間

30
人
程
度
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
海
外
へ
の
学
生
の
派
遣
で

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
あ
る
海
外
教
育
研

究
拠
点
（

　＊1
M
S
S
C
）
を
有
効
活
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
２
０
１
３
年
に

マ
レ
ー
シ
ア
プ
ト
ラ
大
学
と
共
同
で
設

置
し
た
も
の
で
、
国
立
大
学
で
は
本
学

が
初
の
試
み
で
す
。
海
外
学
生
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
拠
点
や
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先
企
業
の
開
拓

拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
留
学
生
と
の
協
働
学
習
」

の
一
つ
に
、
衛
星
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
、ガ
ー
ナ
、

モ
ン
ゴ
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
で
各
国
１
基
、
全
５
基
の
超

小
型
人
工
衛
星
を
共
同
開
発
す
る
国
際

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
本
学
大
学
院
宇

宙
工
学
国
際
コ
ー
ス
に
在
籍
す
る
各
国

の
学
生
が
中
心
と
な
り
、
教
員
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
開
発
に
取
り
組

み
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、「

　＊2
G
E
D
C

エ
ア
バ
ス
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
７
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
国
際
的
多

様
性
が
増
す
こ
と
へ
の
本
学
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

九
州
工
業
大
学

取材・文／児山雄介　撮影／福山哲

おいえゆうじ●1978年京都大学工学部数理工学
科卒業。1987年同大学大学院にて工学博士号取
得。日本電装㈱（現㈱デンソー）、佐世保工業高等専
門学校電気工学科助教授などを経て、九州工業大学
へ。情報工学研究院長、理事・副学長などを歴任し、
2016年4月より現職。専門は情報ネットワーク工学。

　九州工業大学では学部学生の約６割が大学院に進学することから、
2012年度入学生を対象に、６年一貫（学部４年＋大学院２年）の教育
プログラム「グローバル・エンジニア養成コース」を新設。当初から６年を
一括りとすることで、より体系的でシームレスな学びが実現でき、高度な
GCE（右図）の獲得につながると期待されている。
　英語能力試験のスコアがコース修了の要件で、海外留学を含めた国
際協働演習は必修。海外派遣プログラムは、異文化理解の海外留学と
いった学部低学年向けのものから、海外インターンシップや海外研究室
への中長期留学など、より実践的なものまで準備されている。

学長尾家祐二

６年一貫の教育プログラムにより
さらに多様なグローバル経験を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
技
術
者
を
養
成▶産学連携教育審議会を設置。委員である大手企業の人事担当

や取締役から、社会で求められる人材について情報収集
▶世界トップレベルの研究実績を生み出す可能性のある６つの研
究分野を重点プロジェクトに集約し、その研究成果を教育力に還元

▶海外大学との共同研究を支援する国際ジョイントリサーチプログ
ラムを2016年度に開始。研究の活発化により良質な論文を増やす
▶2015年度に企業との共同研究講座を設置。企業から資金提供
を受けるとともに研究者を大学に受け入れ、教員と共同研究を行う

▶グローバル・エンジニアに必要な力として「ＧＣＥ」を定め、育成
▶課外活動「学生プロジェクト」を支援。主体的に課題を発見・解決
する力を育成
▶全学部・学科でJABEE認定を獲得し技術者教育の質保証を行う

▶マレーシアプトラ大学と共同で海外教育研究拠点を設置。そこを起点に海
外インターンシップ受け入れ先企業の開拓や海外の大学との連携強化を推進
▶ダブルディグリープログラムやエラスムス・プラス＊3を活用した、留
学生の受け入れ、送り出し

異
文
化
交
流
や
汎
用
的
ス
キ
ル
を
重
視
し
た
工
学
教
育
が

企
業
、高
校
教
員
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
九
州
工
業
大
学
。

「
教
育
充
実
度
」や「
教
育
成
果
」の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

教育
リソース

国際性

分野 重点度 取り組み 指標

教育
充実度

教育成果

▶学長企画室に評価担当を置き、
　データの分析および、執行部、広報、入試等各部署への情報共有を行う　　　
▶データの入力は評価担当、IR担当が行う

取り組み体制

教育リソース

教育
充実度

教育成果

国際性

時
代
の
要
請
に
応
え
新
た
な
教
育
を
提
供

学生数／5653人　学部／工、情報工
大学院／工学、情報工学、生命体工学
●THE世界大学ランキング2018／801-1000位
●同アジア大学ランキング2018／251-300位
●同世界大学ランキング日本版2017／=28位

注
目
！

57.7

54.6

64.7

88.0

教育リソース
教育充実度
教育成果
国際性

その他指標

57.7

88.0

64.7

54.6

＝67位

36位

29位

70位

外国人学生比率／4.6％

日本人学生の留学比率／9.0％

外国語で行われている講座の比率／2.2％

海外の大学との大学間交流協定数／98件

総合 66.3 24位

2018 5-621 2018 5-6 20
＊3　ＥＵ域内留学を支援する資金助成プログラム。

留
学
者
数
が
５
年
で
５
倍

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
急
展
開

地
域
で
確
立
し
た
評
価
を

国
内
外
に
広
め
る
た
め
に

語学教育

GCE

GCEを構成する
５つの能力

（Global Competency for Engineer） 

グローバル
教養教育

Study
Abroad

Work
Abroad

留学生との
協働学習

1.多様な文化の受容
2.コミュニケーション力
3.自律的学習力
4.課題発見・解決力
5.デザイン力

分 野 スコア 順位

▶共同研究および受託研究
の受け入れ額（教員一人あた
り）を20％程度増
▶国際共著論文数10％程度増

▶産業界との協働による教
育プログラムを５つ以上開設

▶大学院進学者のうち、グロー
バル・エンジニア養成コース受講
者60％以上
▶高次のアクティブ・ラーニング
科目20科目程度

▶海外学位取得者・外国出身者・
海外教育研究経験者比率20％
▶海外インターンシップ等参加学
生数の大学院修了者数に占める
割合80％以上

＊１　Malaysia Super Satellite Campusの略。
＊2　Global Engineering Deans Councilの略。エンジニアリング教育の大手国際組織。

THE世界大学ランキング日本版2018の結果
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部
の
専
任
教
員
と
し
て
、
学
部
生
の
教

育
に
あ
た
る
予
定
で
す
。
学
内
資
源
を

生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
を
実

現
す
る
こ
と
で
、
他
大
学
の
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
系
学
部
と
の
差
別
化
を
図
り

ま
す
。

　
県
立
大
学
で
あ
る
本
学
に
と
っ
て
、

兵
庫
県
や
県
内
の
企
業
、
自
治
体
と
の

連
携
は
使
命
で
す
。
例
え
ば
、
画
像
識

別
に
よ
り
パ
ン
な
ど
の
商
品
の
購
入
金

額
を
瞬
時
に
計
算
す
る
「
A
I
レ
ジ
」

の
開
発
は
、
地
元
企
業
が
抱
え
る
課
題

を
共
同
で
解
決
し
た
そ
の
好
事
例
で

し
ょ
う
。
こ
の
他
に
も
灘
の
酒
で
有
名

な
兵
庫
な
ら
で
は
の
日
本
酒
の
商
品
開

発
な
ど
で
、
地
域
と
は
シ
ー
ム
レ
ス
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
　

　
大
学
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ
と
、

研
究
力
を
高
め
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
先
に
大
学
と
し
て

地
域
に
何
が
で
き
る
か
を
追
求
す
る
こ

と
に
こ
そ
、
本
学
の
存
在
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
外
か
ら
見
た
本
学

の
強
み
弱
み
を
示
す
も
の
と
し
て
、
強

く
意
識
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
分
野
別

順
位
か
ら
す
る
と
、本
学
の
強
み
は「
教

育
リ
ソ
ー
ス
」
で
、課
題
は
「
国
際
性
」

に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　「
国
際
性
」
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
3

年
度
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、
高
度
な
英
語
教

育
や
海
外
研
修
等
を
実
施
し
、
そ
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
約
1
0
0

人
の
学
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
が
、
約

1
3
0
0
人
の
入
学
定
員
か
ら
す
る

と
、
受
講
者
の
割
合
は
決
し
て
大
き
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
量
の
面
で
課
題
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
ラ
ン
キ
ン
グ
の
「
国

際
性
」
の
ス
コ
ア
に
表
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
質

的
な
向
上
と
同
時
に
、
量
的
な
拡
大
も

め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。

　
拡
大
の
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
て
い

る
の
が
、
2
0
1
9
年
度
に
開
設
予
定

の
国
際
商
経
学
部
（
設
置
届
出
中
）
で

す
。
こ
の
学
部
に
設
置
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
は
、
全
て
英
語
で

授
業
を
行
い
、
１
年
次
に
は
、
日
本
人

学
生
・
留
学
生
が
共
に
学
生
寮
で
共
同

生
活
を
送
り
ま
す
。
英
語
で
行
う
授
業

は
他
コ
ー
ス
の
学
生
も
履
修
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
留
学
生
の
募
集
に
つ
い

て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
活
動
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
学

部
、
お
よ
び
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
国
際

化
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　「
教
育
充
実
度
」「
教
育
成
果
」
の
ス

コ
ア
も
伸
ば
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
学
内
資
源
を
活
用
し

た
研
究
力
の
強
化
と
、
特
色
化
の
推
進

に
よ
り
、
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
研
究
力
強
化
に
向
け
て
は
、
ま
ず
博

士
課
程
へ
の
進
学
率
を
高
め
、
大
学
院

の
研
究
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
兵
庫
県

に
は
大
型
放
射
光
施
設
（SPring-8

）

や
X
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設

（
S
A
C
L
A
）
な
ど
、
世
界
最
先
端

の
研
究
施
設
が
あ
り
、
本
学
の
教
員
に

は
そ
れ
ら
を
利
用
し
、
研
究
し
て
い
る

者
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境

面
で
の
利
点
を
生
か
し
て
、
学
生
の
研

究
意
欲
を
刺
激
し
、
博
士
課
程
へ
の
進

学
者
を
増
や
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
ま
た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
専
門
的
に
学
ぶ
社
会
情
報
科
学
部

を
2
0
1
9
年
度
に
開
設
予
定
（
設
置

構
想
中
）で
す
。
本
学
に
は
、ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
を
有
す
る
施
設

と
連
携
し
た
大
学
院
研
究
科
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
の
研
究
者
が
社
会
情
報
科
学

兵
庫
県
立
大
学

2018 5-623 2018 5-6 22
取材・文／本間学　撮影／岸隆子

おおたいさお●1967年大阪大学大学院基礎工学
研究科物理系専攻修士課程修了。1993年姫路工
業大学工学部教授。2001年姫路工業大学工学部
長。2013年兵庫県立大学副学長、産学連携・研究
推進機構長、学術総合情報センター長。2017年より
現職。専門は光・電磁波工学など。工学博士。

　兵庫県立大学は、2019年度に「国際商経学部」「社会情報科学
部」を設置予定。国際商経学部には３つのコースがあり、中でもグローバ
ルビジネスコースでは、授業を全て英語のみで行い、１年次は日本人学生
と留学生が国際学生寮で共同生活する。社会情報科学部では、ビッグ
データの収集・解析・実社会への応用等の知見を身に付けさせる。
　髙坂誠副学長は「グローバル人材の育成もビッグデータの収集も、学
内で完結できるものではない。企業や行政に協力をお願いすることは不
可欠だ。グローバル大学をめざして地域・世界との連携を強化し、学部の
教育の質を高めたい」と話している。

学長 太田 勲

社会のニーズに対応した
特色ある２学部を新設

新
学
部
設
立
に
よ
り
国
際
化
と
特
色
化
を
推
進

新
学
部
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

量
的
な
拡
大
の
起
爆
剤
に

近
隣
の
先
端
研
究
施
設
を

活
用
し
、特
色
化
を
図
る

▶世界最先端の施設（理化学研究所のスーパーコンピュータ「京」など）を活
用した共同研究を推進することなどで、教員の研究および、学生のドクター
コース進学を支援　　　

▶高校校長会と大学執行部で高大接続に関するディスカッションを実施
▶出前講義を県内中心に100校程度で実施
▶新設の社会情報科学部（設置構想中）では、ビッグデータを分析・活用する
教育環境を整えるため、新教育研究棟を建設予定

▶地元企業との共同研究の推進（画像データ判別による会計システムなど）
▶研究機関の研究者との連携、学学連携（神戸大学や他の公立大学など）
の推進

▶グローバルリーダー教育プログラムの開設
▶国際商経学部の新設（設置届出中）
▶県内企業が進出している地域を中心に、海外インターンシップを拡大
▶国際学生寮の新設

地
域
に
根
差
し
た
総
合
大
学
で
あ
る
兵
庫
県
立
大
学
。

特
色
化
を
図
る
う
え
で
、日
本
版
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を

ど
う
分
析
・
活
用
す
る
の
か
。学
長
に
考
え
を
聞
い
た
。

教育
リソース

国際性

分野 重点度 取り組み 指標

教育
充実度

教育成果

外国人学生比率／2.6%

日本人学生の留学比率／3.4%

外国語で行われている講座の比率／2.6%

海外の大学との大学間交流協定数／39件

▶法人本部経営企画部が担当

▶外部研究資金（科研費）の
申請者率100％
▶外部資金獲得額25億円

取り組み体制

教育リソース

教育
充実度

教育成果

国際性

学
内
資
源
の
活
用
と
地
域
連
携
を
強
化

注
目
！

54.6

51.4

48.6

＜39.7

48.6-49.9
86位

137位

104位

-

101-110位

学生数／6682人　学部／経済、経営、工、理、環境人間、看護
大学院／経済学、経営学、工学、物質理学、生命理学、環境人間学、看護学、応用情報科学、
シミュレーション学、地域資源マネジメント、減災復興政策、会計、経営、緑環境景観マネジメント　　
●THE世界大学ランキング2018／1001+位
●同アジア大学ランキング2018／301-350位
●同世界大学ランキング日本版2017／82位  

48.6

51.4＜39.7

54.6

▶博士号学位取得者数
の増加
▶共同研究・受託研究
件数220件

国際商経学部 ＊設置届出中

【特色】
経済学・経営学の両輪を学び、グローバル人材をめざす

【学科】
国際商経学科

【コース】
経済学コース、経営学コース（定員280名）
グローバルビジネスコース（定員80名　留学生含む）

社会情報科学部 ＊設置構想中

【特色】
ビッグデータを収集・分析し活用することを学ぶ

【学科】
社会情報科学科（定員100名）

＊2018年４月現在の予定（変更する場合があります）

＊2018年４月現在の予定（変更する場合があります）

＊「＜」：未満を表す

▶大学志願者倍率７倍
▶就職率99%

▶派遣および受け入れ
留学生数各300名
▶外国人教員比率10%

教育リソース
教育充実度
教育成果
国際性

その他指標

総合
分 野 スコア 順位

THE世界大学ランキング日本版2018の結果
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し
な
い
指
標
も
あ
り
ま
す
。
他
は
低
く

て
も
こ
こ
は
高
い
と
い
う
特
色
が
明
確

な
大
学
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
改
革
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
が
非
常
に

重
要
で
す
。
一
番
大
切
な
の
は
、
な
ぜ

そ
れ
を
や
る
の
か
、
基
準
と
な
る
価
値

観
を
全
学
に
共
有
す
る
こ
と
。
こ
れ
が

浸
透
す
れ
ば
、
各
現
場
で
の
課
題
に
ど

う
取
り
組
む
か
、
各
自
で
判
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
事
務
組
織
を
法
人
に
一
元

化
す
る
と
同
時
に
、
大
学
全
体
の
意
思

決
定
と
各
学
群
の
方
向
性
を
す
り
合
わ

せ
る
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
1
9
年
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
群
、
2
0
2
0
年
に
芸
術
文
化
学

群
を
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
さ
せ
、
各

学
群
の
学
び
の
特
徴
に
合
っ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
の
拠
点
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

学
群
の
独
自
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
大

学
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
努
力
も
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
日
本
に
は
7
8
0
も
の
大
学
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
偏
差
値
＝「
教

科
学
力
の
努
力
の
証
」
し
か
大
学
を
選

ぶ
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Ｔ
Ｈ

Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
（
以

下
、
日
本
版
）
は
教
育
力
の
観
点
か
ら

各
大
学
の
特
色
を
調
べ
、
整
理
し
て
い

る
た
め
、
高
校
生
や
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
利
用
価
値
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

特
に
保
護
者
に
と
っ
て
は
わ
が
子
を
預

け
る
大
学
の
特
色
が
よ
り
明
確
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、
大
学
か
ら
の
情
報
発
信
は
一
方

通
行
で
、
受
験
生
や
高
校
側
の
本
音
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
版
な
ら

高
校
教
員
の
本
音
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。
今
回
、
そ
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ

と
が
最
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
本
学
の
源
流
は
、
1
9
2
1
年
に

中
国
で
設
立
さ
れ
た
学
校
に
あ
り
、

そ
こ
で
は
人
種
や
地
域
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
学
び
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
創
立
者
が

考
え
た
こ
と
を
1
0
0
年
後
の
今
や

る
と
こ
う
な
る
、
と
い
う
施
策
を
ま

と
め
た
の
が
国
際
化
戦
略

「
R
E
D
E
M
P
T
I
O
N
21
」で
す（
左

ペ
ー
ジ
参
照
）。
英
語
に
よ
る
授
業
科

目
数
、
留
学
経
験
者
数
、
留
学
生
や
外

国
人
教
職
員
の
数
な
ど
、
具
体
的
な
数

値
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
数
値
目
標
を
設
定
し
た
の
は
、
達

成
ま
で
の
道
筋
を
つ
け
、
取
り
組
み
の

進
捗
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
と
も
に
、
皆

で
が
ん
ば
る
と
い
う
覚
悟
を
持
つ
た
め

で
す
。
指
標
の
多
く
は
日
本
版
の
そ
れ

と
重
な
る
の
で
、
結
果
的
に
国
際
性
が

高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
量
的
な
施
策
だ
け
で
は
な
く
、
質
の

保
証
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
日
本
人
学

生
の
海
外
派
遣
。
ア
メ
リ
カ
に
設
立
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
通
し
て
、
現
地
の
大
学
と

直
接
交
渉
し
、「
英
語
×
ス
ポ
ー
ツ
産

業
」（
ア
ト
ラ
ン
タ
）
な
ど
、
語
学
教

育
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
そ
の
大
学
が

立
地
す
る
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与

機
構
の
大
学
機
関
別
選
択
評
価
「
教
育

の
国
際
化
の
状
況
」
の
審
査
を
受
け
、

最
高
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
が
低
い
分
野
は
、
大
学

の
課
題
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
気
を
付

け
た
い
の
は
、
全
指
標
を
高
め
よ
う
と

す
る
と
、
結
果
的
に
特
色
が
薄
ま
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
ラ

ン
キ
ン
グ
の
活
用
は
、
あ
く
ま
で
も
そ

の
大
学
の
使
命
に
応
じ
て
行
う
べ
き
で

し
ょ
う
。
本
学
の
理
想
と
す
る
大
学
像

の
実
現
の
た
め
、
中
に
は
あ
え
て
重
視

桜
美
林
大
学

取材・文／仲谷宏　撮影／坂井公秋

はたやまひろあき● 桜 美 林 大 学 文 学 部 卒 業
（B.A.）、ノースカロライナ大学シャーロット校大学院修
士課程修了（M.A）、ノースカロライナ大学グリーンズ
ボロー校大学院博士課程修了（Ph.D.）、マサチュー
セッツ工科大学大学院修士課程修了（M.B.A.）。
2006年に桜美林大学教授となり、その後、学長補
佐、基盤教育院長、国際センター長、副学長を経て、
2018年4月より現職。専門はレトリック学。　　　　
　　　

学長畑山浩昭

価
値
観
を
共
有
し
、数
値
目
標
を
掲
げ
改
革
推
進

ラ
ン
キ
ン
グ
で
わ
か
る

高
校
教
員
の
本
音

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
従
っ
て

重
視
す
る
指
標
を
選
択

▶教員を本務（教育と研究と社会貢献）に集中させ、大学の運営は職員が担う教職協働の徹底
▶研究は「グローバル教育の実践に還元できる」研究に集中
▶建学の精神に沿った理数系教育や実学教育の強化
▶科研費などの競争的資金獲得の努力

▶学群制での幅広い学びと、レイトスペシャリゼーションによる学びのモチ
ベーション強化
▶高大接続改革の取り組みとして高校生向けに「AO・推薦準備セミナー」
を実施、レディネスの形成に向けた機会提供
▶学内開催の高校教員向けのセミナーや研修会を通じて情報発信

▶サービス・ラーニング科目による実社会の体験的な理解と主体性の育成
▶キャリア開発センターによる入学時点からの包括的なキャリア支援
▶ボランティアやインターンシップの機会拡大

▶５カ所の海外拠点を中心にした、オリジナル留学プログラムの開発・展開
▶英語、中国語で開講する留学生向けの多彩な日本研究プログラムの拡充
▶外国人教職員比率や外国語で教える授業科目比率の向上
▶日本人学生と外国人学生混住型の国際寮での日常的な国際交流の促進

「
国
際
性
」と「
教
育
充
実
度
」で
高
ス
コ
ア
の
桜
美
林
大
学
。

人
種
や
地
域
を
超
え
た
国
際
化
教
育
を
提
供
す
べ
く
、

学
園
全
体
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教育
リソース

国際性

分野 重点度 取り組み 指標

教育
充実度

教育成果

▶改革の方向付けは総合企画部が行うが、ランキング対応の専門部署はない　　　
▶方針に基づき、国際的な取り組みは国際センター、教育支援は学務部
　教務課など、必要に応じて各部署が担当

取り組み体制

教育リソース

教育
充実度

教育成果

国際性

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
特
色
あ
る
国
際
化
教
育

注
目
！

学生数／９４２４人　学群／リベラルアーツ、グローバル・コミュニケーション、
ビジネスマネジメント、健康福祉、芸術文化　
大学院／国際学、経営学、言語教育、心理学、
大学アドミニストレーション、老年学
●THE世界大学ランキング日本版2017／111-120位   ＜40.7

＜36.5

71.760.9

2018 5-625 2018 5-6 24

　改革を推進しやすくするため、2018年度から大学など各附属校に
所属していた事務組織を桜美林学園の下に一元化し、全部門の情報
共有を図ることにした。また、学長と副学長、学長補佐で構成していた

「学長室会議」を、全学群長を加えた「拡大学長室会議」に切り換え、
大学全体の経営と各学群の経営をすり合わせる体制を整えた。
　大学運営に関しても、教員による委員会方式から事務職員が企画・
運営する形式に変更。職員は自学の大学院・大学アドミニストレーショ
ン研究科で学ぶなどしてスキルアップを図っており、教職協働のレベ
ルを上げていくことにも積極的に取り組んでいる。

組織改革によるガバナンス強化で
国際化戦略「REDEMPTION21」推進  1.RESEARCH：研究の国際化

 2.EDUCATION：教育の国際化
 3.DIVERSITY：多様性の推進
 4.ENGLISH：英語公用化
 5.MOBILITY：流動性の推進
 6.PRACTICE：海外実習、異文化実習の推進
 7.TECHNOLOGY：技術のグローバル対応
 8. INTEGRITY：国際化に向けた組織全体の統一
 9.OPPORTUNITIES：
   教職員や学生のための、多様な機会の創出
10.NETWORK：外部機関とのネットワーク増強と協働

「REDEMPTION21」

＊「＜」：未満を表す

AL、SL、OR実施件数＊1

／産学官民の連携案件
学生参加者数／学修環
境整備の学生満足度など

SD研修の実施回数
／教育研究費比率／
志願者数／競争的資
金申請数、採択数など

国内外インターンシップ参
加者数／卒業生向け事
業の参加者数／eポート
フォリオ導入など

英語による授業科目数／
外国籍の学生や教職員
比率／日本人学生の留
学経験者数など

＊１アクティブ・ラーニング、サービス・ラーニング、アウトリーチ活動

教育リソース
教育充実度
教育成果
国際性

その他指標

総合
分 野 スコア 順位

THE世界大学ランキング日本版2018の結果

外国人学生比率／4.2％

日本人学生の留学比率／7.5％

外国語で行われている講座の比率／1.3％

海外の大学との大学間交流協定数／141件

＜40.7

71.7

＜36.5

60.9

-

72位

-

49位

44.6-45.3 121-130位
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総合ランキングTHE世界大学ランキング日本版2018

＊ Times Higher Educationが、2018年3月28日に公表した情報に基づいています     ＊ 1～100位は個別に順位がつきます。101位以下は150位まで各10校程度を同順位としています
＊ 同順位の場合は、原則として英文表記の大学名のアルファベット順に掲載しています   ＊  ＝：同順位の大学あり／―：各分野の順位が151位以下のためスコア非表示／NR：ランクインしていない
＊ 前年エントリーしなかった大学が今年エントリーし、前年順位がNRになっている場合があります  
＊ 世界2018：World University Rankings 2018（2017年9月発表）／アジア2018：Asia University Rankings 2018（2018年2月発表）を示しています

教育成果
Outcomes

総合
Overall

111-120

121-130

131-140

141-150

国

私

私

私

国

国

私

国

国

公

私

私

私

私

私

私

私

私

私

国

私

私

私

公

私

私

公

公

私

私

公

国

公

私

私

私

公

公

国

国

私

福島大学
神奈川大学
北里大学
名城大学
三重大学
室蘭工業大学
名古屋商科大学
大分大学
島根大学
富山県立大学
愛知大学
福岡工業大学
桜美林大学
麗澤大学
専修大学
創価大学
玉川大学
東北学院大学
東京電機大学
山梨大学
千葉工業大学
中京大学
同志社女子大学
福井県立大学
工学院大学
宮崎国際大学
長崎県立大学
新潟県立大学
昭和大学
昭和女子大学
福島県立医科大学
浜松医科大学
広島市立大学
国際医療福祉大学
日本女子大学
駒澤大学
県立広島大学
札幌医科大学
滋賀大学
滋賀医科大学
東邦大学

福島県

神奈川県

神奈川県

愛知県

三重県

北海道

愛知県

大分県

島根県

富山県

愛知県

福岡県

東京都

千葉県

東京都

東京都

東京都

宮城県

東京都

山梨県

千葉県

愛知県

京都府

福井県

東京都

宮崎県

長崎県

新潟県

東京都

東京都

福島県

静岡県

広島県

栃木県

東京都

東京都

広島県

北海道

滋賀県

滋賀県

東京都

43.4

‒

57.9

‒

53.1

46.1

‒

56.8

54.0

53.4

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

58.0

‒

‒

‒

47.7

50.5

42.3

‒

‒

64.6

‒

75.8

81.2

48.7

41.6

44.0

‒

50.1

78.6

‒

79.7

60.5

67.5

74.8

‒

66.5

‒

49.8

73.3

‒

49.2

57.2

71.4

70.6

71.7

‒

71.8

‒

57.6

70.0

58.9

‒

67.6

57.6

60.7

‒

‒

48.1

63.2

53.8

‒

59.0

‒

‒

‒

62.6

‒

64.8

‒

‒

46.4

‒

‒

37.8

48.2

62.7

48.2

51.4

46.2

‒

47.4

46.4

48.4

‒

‒

‒

47.2

52.3

57.4

49.6

49.9

55.4

49.0

46.6

46.1

‒

57.8

52.6

‒

‒

‒

57.5

‒

‒

‒

‒

‒

46.9

52.3

38.0

‒

47.5

‒

43.9

2018
順位

2017
順位

95

= 89

91

96

= 86

101-110

121-130

= 93

= 93

111-120

NR

111-120

111-120

101-110

101-110

NR

= 99

101-110

121-130

= 86

121-130

121-130

NR

NR

131-140

131-140

121-130

NR

NR

NR

111-120

92

121-130

NR

NR

141-150

NR

111-120

NR

131-140

101-110

区分 教育機関 都道府県

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

NR

1001+

801‒1000

1001+

801‒1000

NR

NR

1001+

801‒1000

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

1001+

801‒1000

1001+

NR

NR

NR

1001+

NR

NR

NR

801‒1000

NR

NR

801‒1000

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

801‒1000

NR

NR

301‒350

251‒300

301‒350

251‒300

NR

NR

301‒350

251‒300

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

351+

201‒250

351+

NR

NR

NR

301‒350

NR

NR

NR

251‒300

NR

NR

251‒300

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

201‒250

NR

‒

‒

39.7

‒

‒

39.9

‒

85.7

‒

‒

‒

58.0

‒

60.9

80.6

‒

73.3

‒

‒

‒

‒

‒

42.5

57.7

‒

‒

82.4

50.4

65.1

‒

56.9

‒

‒

41.0

‒

‒

‒

42.6

‒

40.0

‒

‒

アジア2018
順位

世界2018
順位

国際性
Environment

教育リソース
Resources

教育充実度
Engagement

教育成果
Outcomes

総合
Overall

国

国

国

国

国

国

国

国

国

私

私

公

国

国

私

私

国

国

国

国

国

私

私

国

国

国

私

私

国

私

私

国

私

公

京都大学
東京大学
東北大学
東京工業大学
九州大学
北海道大学
名古屋大学
大阪大学
筑波大学
慶應義塾大学
早稲田大学
国際教養大学
広島大学
一橋大学
上智大学
国際基督教大学
東京外国語大学
神戸大学
千葉大学
金沢大学
長岡技術科学大学
立命館アジア太平洋大学
立命館大学
九州工業大学
岡山大学
横浜国立大学
立教大学
同志社大学
東京農工大学
東京理科大学
関西学院大学
お茶の水女子大学
神田外語大学
会津大学

京都府

東京都

宮城県

東京都

福岡県

北海道

愛知県

大阪府

茨城県

東京都

東京都

秋田県

広島県

東京都

東京都

東京都

東京都

兵庫県

千葉県

石川県

新潟県

大分県

京都府

福岡県

岡山県

神奈川県

東京都

京都府

東京都

東京都

兵庫県

東京都

千葉県

福島県

84.7

85.4

83.4

77.6

74.8

75.3

72.3

77.9

75.0

59.7

53.6

47.3

67.6

51.9

46.0

52.0

45.4

64.2

63.5

66.6

58.5

‒

47.1

57.7

63.7

53.3

40.7

43.1

67.7

55.5

42.4

63.7

‒

64.8

99.6

99.7

99.6

98.1

98.4

97.4

97.7

98.5

98.6

99.1

99.2

99.8

97.1

96.6

97.7

98.1

93.9

92.9

93.9

89.8

82.2

94.9

96.0

88.0

91.2

84.5

96.2

96.3

66.8

94.4

94.1

81.2

92.2

87.0

98.6

98.9

95.6

94.7

97.7

94.8

95.6

95.4

88.1

97.2

93.8

70.6

76.6

89.1

69.4

44.4

64.3

69.3

72.0

59.9

62.9

54.6

66.9

64.7

64.4

72.9

60.9

64.9

69.6

73.2

60.8

45.1

55.4

‒

2018
順位

2017
順位

3

1

2

= 4

7

8

= 4

6

9

11

10

20

12

14

18

15

27

13

16

19

17

= 24

22

= 28

21

33

NR

35

= 31

= 31

40

39

46

23

区分 教育機関 都道府県

87.7

87.7

86.3

85.6

85.0

83.4

82.6

81.1

80.8

77.7

77.5

76.1

75.7

75.2

73.1

71.4

71.0

70.7

70.5

69.8

68.5

68.5

68.1

66.3

66.1

66.1

65.8

65.5

64.8

64.6

64.1

63.8

63.5

63.1

=74

46

201‒250

251‒300

351‒400

401‒500

301‒350

201‒250

401‒500

601‒800

601‒800

NR

601‒800

NR

801‒1000

NR

NR

601‒800

601‒800

601‒800

801‒1000

NR

801‒1000

801‒1000

601‒800

801‒1000

NR

1001+

601‒800

601‒800

1001+

NR

NR

601‒800

11

8

30

33

=48

=55

35

28

63

=127

=135

NR

109

NR

251‒300

NR

NR

=149

134

=149

251‒300

NR

301‒350

251‒300

=168

=200

NR

351+

153

=175

301‒350

NR

NR

131

66.3

65.0

64.6

74.1

72.2

67.4

67.4

49.8

60.0

61.0

73.6

100.0

60.6

73.2

90.9

96.8

91.5

54.4

50.7

59.3

73.3

98.9

68.5

54.6

‒

57.3

73.9

64.0

52.4

‒

65.1

59.9

76.0

72.4

アジア2018
順位

世界2018
順位

国際性
Environment

教育リソース
Resources

教育充実度
Engagement

教育成果
Outcomes

総合
Overall

私

国

公

国

国

国

国

国

国

公

私

公

国

私

私

私

私

国

私

国

国

私

国

国

国

私

私

公

国

国

公

私

国

国

明治大学
熊本大学
首都大学東京
豊橋技術科学大学
東京医科歯科大学
山口大学
東京海洋大学
京都工芸繊維大学
長崎大学
大阪市立大学
関西大学
横浜市立大学
山形大学
芝浦工業大学
近畿大学
青山学院大学
中央大学
新潟大学
法政大学
信州大学
電気通信大学
津田塾大学
福井大学
秋田大学
名古屋工業大学
南山大学
学習院大学
福岡女子大学
佐賀大学
群馬大学
大阪府立大学
東洋大学
宇都宮大学
鹿児島大学

東京都

熊本県

東京都

愛知県

東京都

山口県

東京都

京都府

長崎県

大阪府

大阪府

神奈川県

山形県

東京都

大阪府

東京都

東京都

新潟県

東京都

長野県

東京都

東京都

福井県

秋田県

愛知県

愛知県

東京都

福岡県

佐賀県

群馬県

大阪府

東京都

栃木県

鹿児島県

42.5

64.0

59.6

65.6

82.5

55.8

62.2

59.7

57.0

64.9

47.8

67.5

57.4

52.1

43.5

41.7

46.4

51.9

‒

59.2

56.5

42.3

62.9

58.6

61.8

‒

47.0

52.6

59.6

62.1

65.0

‒

45.7

56.2

97.7

83.5

81.1

59.6

54.0

81.6

70.4

62.2

80.6

65.0

87.9

60.9

87.5

82.0

93.2

93.2

87.3

83.8

92.4

74.0

64.9

86.8

65.5

59.8

61.3

86.8

78.1

74.8

66.4

63.0

52.4

91.6

73.9

61.6

64.1

49.2

65.3

59.4

‒

58.6

59.0

63.1

56.7

64.8

61.3

58.4

58.6

55.4

57.4

57.8

62.0

61.6

60.0

59.8

63.1

45.8

52.8

65.0

64.8

52.6

56.2

‒

54.6

59.3

68.3

49.6

61.2

63.0

2018
順位

2017
順位

34

26

= 24

37

38

41

36

= 60

= 28

47

57

52

= 43

= 58

54

50

= 55

30

NR

45

= 43

101-110

42

= 68

= 60

= 55

= 68

48

63

51

78

= 76

53

74

区分 教育機関 都道府県

62.9

62.8

62.8

62.6

62.2

62.2

61.9

61.8

61.1

61.1

61.0

60.7

60.5

60.4

60.3

59.8

59.7

59.7

59.3

59.1

58.7

58.7

58.6

58.1

57.9

57.7

57.0

56.6

56.4

56.2

56.1

55.9

55.5

55.4

801‒1000

601‒800

501‒600

801‒1000

401‒500

801‒1000

801‒1000

801‒1000

801‒1000

601‒800

1001+

601‒800

801‒1000

1001+

801‒1000

NR

801‒1000

801‒1000

801‒1000

801‒1000

801‒1000

NR

1001+

1001+

801‒1000

NR

NR

NR

801‒1000

NR

801‒1000

1001+

1001+

801‒1000

251‒300

184

=104

201‒250

=60

251‒300

251‒300

251‒300

201‒250

=185

301‒350

=173

201‒250

301‒350

201‒250

NR

251‒300

201‒250

251‒300

201‒250

201‒250

NR

301‒350

301‒350

201‒250

NR

NR

NR

251‒300

NR

251‒300

301‒350

301‒350

251‒300

51.1

47.2

41.9

64.5

72.7

51.4

53.0

63.8

47.2

45.8

48.1

51.3

‒

51.6

49.2

48.9

43.9

39.8

50.9

‒

49.9

62.8

47.9

48.0

39.8

62.7

47.6

77.3

39.9

‒

‒

60.2

42.6

‒

アジア2018
順位

世界2018
順位

国際性
Environment

教育リソース
Resources

教育充実度
Engagement

教育成果
Outcomes

総合
Overall

=68

70

71

72

73

74

=75

=75

=77

=77

=79

=79

81

82

83

=84

=84

=86

=86

=88

=88

=88

91

92

93

=94

=94

96

97

98

99

=100

=100

101-110

私

国

国

国

国

私

私

国

国

公

国

国

公

私

公

公

私

公

私

私

私

公

国

私

私

私

私

私

国

私

国

公

私

私

公

公

私

国

国

私

私

国

豊田工業大学
埼玉大学
茨城大学
静岡大学
岩手大学
明治学院大学
関西外国語大学
鳥取大学
宮崎大学
名古屋市立大学
愛媛大学
富山大学
北九州市立大学
日本大学
神戸市外国語大学
高知工科大学
成蹊大学
秋田県立大学
獨協大学
武蔵大学
龍谷大学
静岡県立大学
香川大学
京都外国語大学
金沢工業大学
甲南大学
東京農業大学
京都産業大学
岐阜大学
東京女子大学
琉球大学
愛知県立大学
名古屋外国語大学
福岡大学
公立はこだて未来大学
兵庫県立大学
順天堂大学
高知大学
小樽商科大学
西南学院大学
東海大学
徳島大学

愛知県

埼玉県

茨城県

静岡県

岩手県

東京都

大阪府

鳥取県

宮崎県

愛知県

愛媛県

富山県

福岡県

東京都

兵庫県

高知県

東京都

秋田県

埼玉県

東京都

京都府

静岡県

香川県

京都府

石川県

兵庫県

東京都

京都府

岐阜県

東京都

沖縄県

愛知県

愛知県

福岡県

北海道

兵庫県

東京都

高知県

北海道

福岡県

神奈川県

徳島県

76.7

49.3

47.0

51.4

52.0

‒

‒

60.5

56.2

67.6

55.7

57.1

‒

‒

‒

52.6

45.4

60.8

‒

‒

‒

57.7

57.1

‒

‒

‒

43.9

‒

60.7

‒

51.1

42.7

‒

‒

49.5

54.6

69.2

57.5

‒

‒

41.1

62.3

‒

67.5

76.0

67.9

69.9

82.4

79.7

54.4

46.7

‒

61.8

67.0

84.2

89.8

65.7

69.7

71.8

62.1

78.3

83.2

83.6

67.5

55.0

58.0

89.8

65.6

74.7

71.2

47.8

69.6

51.2

62.6

60.6

75.0

60.4

51.4

49.7

56.5

82.0

83.9

65.2

46.7

‒

54.0

60.2

57.9

57.6

55.3

54.8

59.1

51.4

61.4

49.7

45.7

48.0

51.1

‒

36.5

55.6

49.9

54.4

57.2

47.4

36.5

52.4

42.4

60.8

64.8

55.0

53.0

47.6

51.2

57.0

39.8

38.4

46.6

40.8

48.6

‒

39.3

‒

‒

53.0

49.3

2018
順位

2017
順位

= 76

49

= 72

71

66

101-110

= 89

84

101-110

= 99

= 64

= 64

62

67

NR

NR

83

= 58

NR

101-110

= 80

NR

= 97

121-130

= 68

111-120

79

88

= 72

111-120

NR

101-110

NR

NR

NR

82

NR

= 80

NR

= 97

85

75

区分 教育機関 都道府県

NR

801‒1000

1001+

801‒1000

801‒1000

NR

NR

1001+

801‒1000

601‒800

801‒1000

801‒1000

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

601‒800

NR

NR

NR

NR

NR

801‒1000

NR

NR

NR

NR

NR

NR

1001+

601‒800

601‒800

NR

NR

801‒1000

801‒1000

NR

201‒250

301‒350

251‒300

251‒300

NR

NR

301‒350

251‒300

=171

251‒300

251‒300

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

NR

=175

NR

NR

NR

NR

NR

251‒300

NR

NR

NR

NR

NR

NR

301‒350

=151

=182

NR

NR

251‒300

=194

51.0

51.1

‒

40.6

‒

55.2

66.6

‒

59.9

‒

42.5

‒

44.2

‒

83.3

45.7

‒

‒

54.5

40.6

41.4

‒

‒

90.1

‒

40.6

‒

50.7

41.6

49.4

40.4

56.7

84.5

‒

44.6

‒

‒

‒

51.6

52.8

‒

‒

アジア2018
順位

世界2018
順位

国際性
Environment

教育リソース
Resources

教育充実度
Engagement

=1

=1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

=21

=21

23

24

=25

=25

27

28

29

30

31

32

33

34

35

=36

=36

38

=39

=39

41

42

=43

=43

45

46

47

48

49

50

=51

=51

53

54

=55

=55

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

=68

55.4

55.3

54.9

54.8

54.4

54.3

54.1

54.1

53.5

53.5

53.4

53.4

53.2

53.1

52.8

52.4

52.4

52.3

52.3

52.2

52.2

52.2

51.9

51.8

51.7

51.6

51.6

51.2

50.9

50.6

50.2

50.1

50.1

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9

48.6-49.9



29
20

18
 5

-6
28

20
18

 5
-6

国
国
国
国
公
私
公
公
国
公
公
私
公
私
国
国
私
公
国
公
私
私
国
私
国
国
私
国
国
私
私
国
国
私
私
公
私
公
国
私
公
私
私
私
私
国
私
私
私
公
私
私
私

東京都
新潟県
静岡県
沖縄県
岩手県
東京都
広島県
北海道
埼玉県
滋賀県
岡山県
大阪府
広島県

神奈川県
兵庫県
新潟県
大阪府
福井県
北海道
秋田県
京都府
東京都
茨城県
東京都
北海道
宮城県
東京都
栃木県
東京都
東京都
福岡県
大阪府

和歌山県
東京都
東京都
群馬県
大阪府
埼玉県
福島県
京都府
愛知県
東京都
兵庫県
東京都
宮崎県
愛知県
東京都
岐阜県
栃木県
北海道

神奈川県
兵庫県
東京都

教育リソース
Resources

区分 教育機関 都道府県

教育リソース
＊ 同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています
＊ ＝：同順位の大学あり／NR：ランクインしていない
＊ 前年エントリーしなかった大学が今年エントリーし、前年順位がNRになっている場合があります

=98
=98
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110

=111
=111
=111
114

=115
=115
117
118

=119
=119
121

=122
=122
124
125

=126
=126
128
129
130
131

=132
=132
=134
=134
136
137
138
139
140

=141
=141
=141
=144
=144
=146
=146
148
149
150

=99
52
96
NR

101-110
101-110
101-110

NR
94

121-130
NR

101-110
101-110

98
NR
NR

131-140
NR

111-120
111-120

=99
111-120
111-120
131-140
121-130
111-120
131-140

=90
NR

141-150
111-120
131-140
131-140

NR
141-150
111-120
121-130
131-140
141-150
121-130
141-150
111-120

NR
NR

111-120
141-150
131-140
121-130

NR
121-130

NR
131-140

NR

埼玉医科大学
徳島大学
東京海洋大学
群馬大学
名古屋工業大学
秋田県立大学
岐阜大学
鳥取大学
東邦大学
石川県立大学
筑波技術大学
慶應義塾大学
京都工芸繊維大学
茨城県立医療大学
首都大学東京
佐賀大学
信州大学
秋田大学
長岡技術科学大学
山梨大学
九州歯科大学
北里大学
九州工業大学
静岡県立大学
高知大学
山形大学
富山大学
香川大学
長崎大学
大分大学
電気通信大学
鹿児島大学
宮崎大学
産業医科大学
山口大学
愛媛大学
星薬科大学
奈良女子大学
東京理科大学
神奈川歯科大学
京都薬科大学
兵庫県立大学
島根大学
京都府立大学
早稲田大学
富山県立大学
横浜国立大学
三重大学
福岡女子大学
高知工科大学
芝浦工業大学
国際基督教大学
岩手大学

埼玉県
徳島県
東京都
群馬県
愛知県
秋田県
岐阜県
鳥取県
東京都
石川県
茨城県
東京都
京都府
茨城県
東京都
佐賀県
長野県
秋田県
新潟県
山梨県
福岡県

神奈川県
福岡県
静岡県
高知県
山形県
富山県
香川県
長崎県
大分県
東京都

鹿児島県
宮崎県
福岡県
山口県
愛媛県
東京都
奈良県
東京都

神奈川県
京都府
兵庫県
島根県
京都府
東京都
富山県

神奈川県
三重県
福岡県
高知県
東京都
東京都
岩手県

62.7
62.3
62.2
62.1
61.8
60.8
60.7
60.5
60.5
60.3
60.0
59.7
59.7
59.7
59.6
59.6
59.2
58.6
58.5
58.0
58.0
57.9
57.7
57.7
57.5
57.4
57.1
57.1
57.0
56.8
56.5
56.2
56.2
56.2
55.8
55.7
55.7
55.6
55.5
54.7
54.7
54.6
54.0
53.9
53.6
53.4
53.3
53.1
52.6
52.6
52.1
52.0
52.0

教育リソース
Resources

区分 教育機関 都道府県

45
46
47
48
49
50
51

=52
=52
54
55

=56
=56
=56
=59
=59
61
62
63

=64
=64
66

=67
=67
69
70

=71
=71
73
74
75

=76
=76
=76
79

=80
=80
82
83

=84
=84
86
87
88
89
90
91
92

=93
=93
95

=96
=96

36
34
55
39
64

=61
48

=61
58
NR
49

=53
70
83

=53
=68
=59
65
47
31
45
56
80
NR

=61
=75
78

=73
43
84
51
77

=59
NR

=81
71

=81
72
93
NR
85
89

=75
NR
86
79
87
67

101-110
NR

101-110
88

=73

国
国
国
国
国
国
私
私
公
国
国
私
国
私
公
公
国
国
国
私
私
私
国
私
私
私
私
国
国
公
公
国
国
公
公
公
私
国
国
国
国
国
私
国

東京大学
京都大学
東北大学
東京医科歯科大学
浜松医科大学
滋賀医科大学
兵庫医科大学
東京医科大学
札幌医科大学
大阪大学
東京工業大学
豊田工業大学
旭川医科大学
日本医科大学
奈良県立医科大学
福島県立医科大学
北海道大学
筑波大学
九州大学
大阪医科大学
愛知医科大学
関西医科大学
名古屋大学
聖マリアンナ医科大学
東京慈恵会医科大学
金沢医科大学
順天堂大学
東京農工大学
広島大学
名古屋市立大学
横浜市立大学
金沢大学
豊橋技術科学大学
大阪府立大学
大阪市立大学
会津大学
昭和大学
神戸大学
熊本大学
岡山大学
お茶の水女子大学
千葉大学
藤田保健衛生大学
福井大学

東京都
京都府
宮城県
東京都
静岡県
滋賀県
兵庫県
東京都
北海道
大阪府
東京都
愛知県
北海道
東京都
奈良県
福島県
北海道
茨城県
福岡県
大阪府
愛知県
大阪府
愛知県

神奈川県
東京都
石川県
東京都
東京都
広島県
愛知県

神奈川県
石川県
愛知県
大阪府
大阪府
福島県
東京都
兵庫県
熊本県
岡山県
東京都
千葉県
愛知県
福井県

85.4
84.7
83.4
82.5
81.2
79.7
79.6
79.5
78.6
77.9
77.6
76.7
76.4
76.3
76.1
75.8
75.3
75.0
74.8
74.3
73.8
73.2
72.3
72.3
71.3
70.7
69.2
67.7
67.6
67.6
67.5
66.6
65.6
65.0
64.9
64.8
64.6
64.2
64.0
63.7
63.7
63.5
63.4
62.9

教育リソース
Resources

2018
順位

2017
順位 区分 教育機関 都道府県

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

=23
=23
25
26
27
28

=29
=29
31
32
33
34
35
36
37
38
39

=40
=40
42
43
44

2
3
4
1
5

12
13
NR
10
8
6
7

15
19
14
18
16
20
11
17
NR

=22
9

NR
=22
21
NR

=28
33
27

=28
32
26
44
41
57

=37
=37
35
46
50
40
42
30

公
国
公
私
国
公
国
国
私
国
公
公
私
私
公
国
国
私
私
私
私
私
公
公
国
私
公
国
私
国
私
国
私
公
私
国
私
公
公
公
国
公
国
国
私
国
私
私
国
私
国
国
国

長崎県立大学
群馬大学
愛知県立大学
国際医療福祉大学
京都工芸繊維大学
秋田県立大学
愛媛大学
鹿児島大学
國學院大學
名古屋工業大学
横浜市立大学
下関市立大学
同志社女子大学
名古屋外国語大学
公立はこだて未来大学
秋田大学
豊橋技術科学大学
昭和女子大学
東京電機大学
京都外国語大学
玉川大学
中京大学
富山県立大学
宮崎公立大学
高知大学
広島修道大学
群馬県立女子大学
香川大学
共愛学園前橋国際大学
鳥取大学
文教大学
東京医科歯科大学
北星学園大学
新潟県立大学
神戸女学院大学
北海道教育大学
岡山理科大学
大阪府立大学
岩手県立大学
兵庫県立大学
琉球大学
名桜大学
東京藝術大学
室蘭工業大学
順天堂大学
島根大学
広島工業大学
宮崎国際大学
岐阜大学
成城大学
宮崎大学
徳島大学
滋賀大学

長崎県
群馬県
愛知県
栃木県
京都府
秋田県
愛媛県

鹿児島県
東京都
愛知県

神奈川県
山口県
京都府
愛知県
北海道
秋田県
愛知県
東京都
東京都
京都府
東京都
愛知県
富山県
宮崎県
高知県
広島県
群馬県
香川県
群馬県
鳥取県
東京都
東京都
北海道
新潟県
兵庫県
北海道
岡山県
大阪府
岩手県
兵庫県
沖縄県
沖縄県
東京都
北海道
東京都
島根県
広島県
宮崎県
岐阜県
東京都
宮崎県
徳島県
滋賀県

教育充実度
Engagement

区分 都道府県

教育充実度
＊ 同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています
＊ ＝：同順位の大学あり／NR：ランクインしていない
＊ 前年エントリーしなかった大学が今年エントリーし、前年順位がNRになっている場合があります

98
99

=100
=100
102
103
104
105
106
107

=108
=108
110
111
112
113
114
115
116
117

=118
=118
120
121
122
123
124
125
126
127
128

=129
=129
131
132
133
134
135
136
137
138

=139
=139
141
142
143
144
145
146
147

=148
=148
150

=78
75

=78
98

101-110
=85
97
99

=95
111-120

94
NR
NR
NR
NR

111-120
101-110
131-140
131-140
111-120

=90
101-110

100
101-110
121-130
101-110
111-120
101-110
141-150
131-140
121-130
131-140
111-120
101-110
121-130

NR
111-120

NR
141-150
101-110

NR
NR

111-120
NR
NR
NR

131-140
101-110
121-130

NR
111-120
131-140

NR

私
国
私
国
私
私
国
私
国
国
国
公
国
私
私
私
国
公
私
公
私
私
国
国
私
私
私
私
私
私
私
国
私
国
公
私
公
国
私
国
公
国
国
国
私
国
公
私
国
私
公
国
私

西南学院大学
新潟大学
龍谷大学
熊本大学
武蔵大学
明治学院大学
長岡技術科学大学
芝浦工業大学
小樽商科大学
山口大学
お茶の水女子大学
首都大学東京
長崎大学
関西外国語大学
獨協大学
学習院大学
茨城大学
都留文科大学
福岡大学
福岡女子大学
神奈川大学
東京農業大学
信州大学
宇都宮大学
名古屋商科大学
成蹊大学
専修大学
桜美林大学
愛知大学
京都産業大学
福岡工業大学
東京海洋大学
東北学院大学
岩手大学
高知工科大学
東京女子大学
高崎経済大学
静岡大学
千葉工業大学
埼玉大学
静岡県立大学
福島大学
富山大学
東京農工大学
名城大学
佐賀大学
神戸市外国語大学
甲南大学
福井大学
東海大学
大阪市立大学
電気通信大学
駒澤大学

福岡県
新潟県
京都府
熊本県
東京都
東京都
新潟県
東京都
北海道
山口県
東京都
東京都
長崎県
大阪府
埼玉県
東京都
茨城県
山梨県
福岡県
福岡県

神奈川県
東京都
長野県
栃木県
愛知県
東京都
東京都
東京都
愛知県
京都府
福岡県
東京都
宮城県
岩手県
高知県
東京都
群馬県
静岡県
千葉県
埼玉県
静岡県
福島県
富山県
東京都
愛知県
佐賀県
兵庫県
兵庫県
福井県

神奈川県
大阪府
東京都
東京都

83.9
83.8
83.6
83.5
83.2
82.4
82.2
82.0
82.0
81.6
81.2
81.1
80.6
79.7
78.3
78.1
76.0
75.2
75.0
74.8
74.8
74.7
74.0
73.9
73.3
71.8
71.8
71.7
71.4
71.2
70.6
70.4
70.0
69.9
69.7
69.6
68.4
67.9
67.6
67.5
67.5
67.5
67.0
66.8
66.5
66.4
65.7
65.6
65.5
65.2
65.0
64.9
64.8

教育充実度
Engagement

区分 都道府県

45
46
47
48
49
50
51

=52
=52
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63

=64
=64
66
67
68
69

=70
=70
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83

=84
=84
=84
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97

45
41
44
52
49

=47
42
51
NR
50
56

=47
54
63
NR
53
58
57
NR

=70
60
55
61
59
67

=65
=65
62
NR
77
64
68
74
84
NR
87
69
83

=78
=70
NR

=95
93

=88
=78
=90
NR

=78
73
72
92
76

=88

公
国
国
国
私
私
国
国
国
国
私
国
私
私
国
国
国
私
私
私
私
私
私
国
国
私
私
国
私
私
私
国
国
私
私
国
私
国
私
公
私
私
国
公

国際教養大学
東京大学
京都大学
東北大学
早稲田大学
慶應義塾大学
筑波大学
大阪大学
九州大学
東京工業大学
国際基督教大学
名古屋大学
上智大学
明治大学
北海道大学
広島大学
一橋大学
同志社大学
立教大学
立命館大学
立命館アジア太平洋大学
東京理科大学
関西学院大学
東京外国語大学
千葉大学
近畿大学
青山学院大学
神戸大学
法政大学
神田外語大学
東洋大学
岡山大学
金沢大学
日本大学
金沢工業大学
九州工業大学
関西大学
山形大学
中央大学
会津大学
津田塾大学
南山大学
横浜国立大学
北九州市立大学

秋田県
東京都
京都府
宮城県
東京都
東京都
茨城県
大阪府
福岡県
東京都
東京都
愛知県
東京都
東京都
北海道
広島県
東京都
京都府
東京都
京都府
大分県
東京都
兵庫県
東京都
千葉県
大阪府
東京都
兵庫県
東京都
千葉県
東京都
岡山県
石川県
東京都
石川県
福岡県
大阪府
山形県
東京都
福島県
東京都
愛知県

神奈川県
福岡県

99.8
99.7
99.6
99.6
99.2
99.1
98.6
98.5
98.4
98.1
98.1
97.7
97.7
97.7
97.4
97.1
96.6
96.3
96.2
96.0
94.9
94.4
94.1
93.9
93.9
93.2
93.2
92.9
92.4
92.2
91.6
91.2
89.8
89.8
89.8
88.0
87.9
87.5
87.3
87.0
86.8
86.8
84.5
84.2

教育充実度
Engagement

区分 都道府県

1
2

=3
=3
5
6
7
8
9

=10
=10
=12
=12
=12
15
16
17
18
19
20
21
22
23

=24
=24
=26
=26
28
29
30
31
32

=33
=33
=33
36
37
38
39
40

=41
=41
43
44

1
2

=3
=3
5
6
7
8

=10
9

=10
13
12
14
15
17
16
18
NR
19
20
26
24
22
21
23
25

=27
NR

=27
30
32
29
31
35

=39
34
37
36

=39
38
33
46
43

私
国
国
国
国
公
国
国
私
公
国
私
国
公
公
国
国
国
国
国
公
私
国
公
国
国
国
国
国
国
国
国
国
私
国
国
私
国
私
私
私
公
国
公
私
公
国
国
公
公
私
私
国

一橋大学
新潟大学
静岡大学
琉球大学
岩手県立大学
工学院大学
県立広島大学
公立はこだて未来大学
埼玉大学
滋賀県立大学
岡山県立大学
大阪薬科大学
広島市立大学
麻布大学
兵庫教育大学
上越教育大学
関西大学
福井県立大学
北見工業大学
国際教養大学
立命館大学
学習院大学
茨城大学
中央大学
室蘭工業大学
宮城教育大学
上智大学
宇都宮大学
東京外国語大学
成蹊大学
久留米大学
大阪教育大学
和歌山大学
日本女子大学
東京農業大学
群馬県立県民健康科学大学
近畿大学
埼玉県立大学
福島大学
同志社大学
愛知県立大学
明治大学
関西学院大学
津田塾大学
宮崎国際大学
愛知教育大学
青山学院大学
朝日大学
国際医療福祉大学
名寄市立大学
東海大学
兵庫医療大学
立教大学

63.2
63.0
62.6
62.6
62.2
62.1
61.8
61.6
61.5
61.3
60.9
60.9
60.7
60.6
60.4
59.8
59.6
59.0
58.9
58.0
57.6
57.6
57.2
56.8
56.5
55.8
55.4
55.0
54.8
54.4
54.1
54.0
54.0
53.8
53.6
53.4
52.9
52.4
51.5
51.4
51.2
50.3
50.3
49.8
49.7
49.2
48.2
48.1
47.8
47.4
46.7
46.7
46.4

51.9
51.9
51.4
51.1
50.6
50.5
50.1
49.5
49.3
49.2
49.0
48.8
48.7
48.6
48.6
48.6
47.8
47.7
47.7
47.3
47.1
47.0
47.0
46.4
46.1
46.1
46.0
45.7
45.4
45.4
45.1
44.9
44.4
44.0
43.9
43.9
43.5
43.5
43.4
43.1
42.7
42.5
42.4
42.3
42.3
42.3
41.7
41.7
41.6
41.6
41.1
40.8
40.7

分野別ランキング

分野別ランキング

2018
順位

2017
順位

2018
順位

2017
順位

教育機関教育機関

2018
順位

2017
順位 教育機関

2018
順位

2017
順位

2018
順位

2017
順位



31
20

18
 5

-6
30

20
18

 5
-6

教育成果
Outcomes

区分 都道府県

教育成果
＊ 同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています
＊ ＝：同順位の大学あり／NR：ランクインしていない
＊ 前年エントリーしなかった大学が今年エントリーし、前年順位がNRになっている場合があります

=98
=98
100
101
102
103
104
105
106

=107
=107
109
110
111

=112
=112
114
115

=116
=116
=116
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131

=132
=132
134
135

=136
=136
138
139
140
141

=142
=142
144

=145
=145
=147
=147
=149
=149

71
97
93
26

=91
101-110

=58
NR

=78
=64
81
43

=49
NR

=62
101-110
111-120

NR
NR

131-140
NR

101-110
101-110

=64
NR

=54
111-120
121-130

20
131-140

96
=74

141-150
NR
NR
NR
NR
NR
NR

131-140
NR

131-140
141-150
101-110
101-110
101-110

NR
NR
NR

101-110
NR
NR
NR

金沢工業大学
大阪工業大学
茨城大学
法政大学
金沢大学
信州大学
豊橋技術科学大学
群馬大学
鳥取大学
東京海洋大学
山口大学
山形大学
横浜市立大学
静岡大学
青山学院大学
福井県立大学
岩手大学
昭和大学
近畿大学
創価大学
武蔵大学
琉球大学
京都薬科大学
長崎大学
学習院大学
成蹊大学
神田外語大学
芝浦工業大学
東京電機大学
明治学院大学
東京農業大学
関西外国語大学
立命館アジア太平洋大学
佐賀大学
獨協大学
埼玉大学
京都産業大学
東海大学
福井大学
南山大学
工学院大学
香川大学
専修大学
駒澤大学
宮崎大学
三重大学
東京女子大学
日本大学
帝京大学
東京都市大学
秋田県立大学
東北学院大学
愛媛大学

石川県
大阪府
茨城県
東京都
石川県
長野県
愛知県
群馬県
鳥取県
東京都
山口県
山形県

神奈川県
静岡県
東京都
福井県
岩手県
東京都
大阪府
東京都
東京都
沖縄県
京都府
長崎県
東京都
東京都
千葉県
東京都
東京都
東京都
東京都
大阪府
大分県
佐賀県
埼玉県
埼玉県
京都府

神奈川県
福井県
愛知県
東京都
香川県
東京都
東京都
宮崎県
三重県
東京都
東京都
東京都
東京都
秋田県
宮城県
愛媛県

60.8
60.6
60.2
60.0
59.9
59.8
59.4
59.3
59.1
59.0
58.6
58.6
58.4
57.9
57.8
57.8
57.6
57.5
57.4
57.4
57.2
57.0
56.9
56.7
56.2
55.6
55.4
55.4
55.4
55.3
55.0
54.8
54.6
54.6
54.4
54.0
53.0
53.0
52.8
52.6
52.6
52.4
52.3
52.3
51.4
51.4
51.2
51.1
50.6
50.0
49.9
49.9
49.7

教育成果
Outcomes

区分 都道府県

=44
46
47
48
49
50
51
52
53
54

=55
=55
57
58

=59
=59
61
62

=63
=63
65
66
67
68
69
70

=71
=71
=71
74
75
76

=77
=77
79
80

=81
=81
83

=84
=84
86

=87
=87
=89
=89
91
92
93
94

=95
=95
97

19
=72
=62
NR
29

=58
=74
=88
=94
31

=47
=78
=86
=44
=54
NR

=91
NR
37

111-120
141-150

NR
100
=69
=60
=67
=98
=49
=49

121-130
=52

101-110
39

=78
NR

=52
=69
=34
=98
=60
=74

141-150
=64

121-130
NR

=86
141-150

41
NR
57

101-110
=74
56

国
国
国
私
国
国
国
国
国
私
国
国
国
私
国
国
公
国
私
国
公
私
公
国
私
公
国
私
国
国
国
私
国
国
国
国
私
私
国
公
私
国
私
私

東京大学
京都大学
九州大学
慶應義塾大学
東北大学
名古屋大学
大阪大学
北海道大学
東京工業大学
早稲田大学
一橋大学
筑波大学
広島大学
東京理科大学
横浜国立大学
千葉大学
国際教養大学
東京農工大学
上智大学
神戸大学
大阪府立大学
立命館大学
首都大学東京
秋田大学
同志社大学
大阪市立大学
名古屋工業大学
甲南大学
九州工業大学
岡山大学
東京外国語大学
明治大学
京都工芸繊維大学
電気通信大学
鹿児島大学
長岡技術科学大学
北里大学
中央大学
新潟大学
名古屋市立大学
関西大学
宇都宮大学
立教大学
関西学院大学

東京都
京都府
福岡県
東京都
宮城県
愛知県
大阪府
北海道
東京都
東京都
東京都
茨城県
広島県
東京都

神奈川県
千葉県
秋田県
東京都
東京都
兵庫県
大阪府
京都府
東京都
秋田県
京都府
大阪府
愛知県
兵庫県
福岡県
岡山県
東京都
東京都
京都府
東京都

鹿児島県
新潟県

神奈川県
東京都
新潟県
愛知県
大阪府
栃木県
東京都
兵庫県

教育成果
Outcomes

区分 都道府県

1
2
3
4

=5
=5
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

=26
=26
=26
29
30
31
32

=33
=33
35
36
37
38
39
40
41
42
43

=44

1
=2
9
5
4
6

=2
8
7

10
11
12
14
15
25
16
22
23
18
13

=32
17
21

=83
27

=32
42

121-130
30
24
85

=34
46

=88
38

=34
90

=44
28
NR

=47
=67
NR
40

私
私
私
私
私
国
国
私
私
国
国
私
私
私
私
私
公
公
公
私
公
私
公
私
公
私
私
私
私
私
国
公
国
私
公
国
私
私
公
国
国
私
私
私
国
国
国
国
国
国
私
私
私

近畿大学
東北公益文科大学
青山学院大学
長崎国際大学
関西大学
秋田大学
福井大学
広島女学院大学
学習院大学
熊本大学
長崎大学
武蔵野大学
阪南大学
茨城キリスト教大学
大阪産業大学
新潟国際情報大学
下関市立大学
大阪市立大学
高知工科大学
筑紫女学園大学
山梨県立大学
桃山学院大学
公立はこだて未来大学
名古屋経済大学
北九州市立大学
中央大学
広島修道大学
聖学院大学
武蔵野美術大学
神戸女子大学
宇都宮大学
県立広島大学
愛媛大学
中京大学
首都大学東京
岐阜大学
龍谷大学
白鷗大学
広島市立大学
和歌山大学
静岡大学
武蔵大学
甲南大学
北星学園大学
琉球大学
滋賀大学
佐賀大学
三重大学
新潟大学
名古屋工業大学
大東文化大学
神奈川大学
佛教大学

大阪府
山形県
東京都
長崎県
大阪府
秋田県
福井県
広島県
東京都
熊本県
長崎県
東京都
大阪府
茨城県
大阪府
新潟県
山口県
大阪府
高知県
福岡県
山梨県
大阪府
北海道
愛知県
福岡県
東京都
広島県
埼玉県
東京都
兵庫県
栃木県
広島県
愛媛県
愛知県
東京都
岐阜県
京都府
栃木県
広島県

和歌山県
静岡県
東京都
兵庫県
北海道
沖縄県
滋賀県
佐賀県
三重県
新潟県
愛知県
東京都

神奈川県
京都府

国際性
Environment

区分 都道府県

国際性
＊ 同順位の場合は、総合ランキング順に掲載しています
＊ ＝：同順位の大学あり／NR：ランクインしていない
＊ 前年エントリーしなかった大学が今年エントリーし、前年順位がNRになっている場合があります

沖縄キリスト教学院大学
津田塾大学
南山大学
慶應義塾大学
桜美林大学
広島大学
東洋大学
筑波大学
お茶の水女子大学
宮崎大学
群馬県立女子大学
金沢大学
宮崎公立大学
愛知大学
デジタルハリウッド大学
静岡英和学院大学
同志社女子大学
山梨学院大学
横浜国立大学
昭和女子大学
愛知県立大学
神戸女学院大学
崇城大学
明治学院大学
東京藝術大学
九州工業大学
獨協大学
神戸大学
関西国際大学
福岡女学院大学
明海大学
東京海洋大学
西南学院大学
東京農工大学
芝浦工業大学
小樽商科大学
京都ノートルダム女子大学
山口大学
横浜市立大学
明治大学
埼玉大学
豊田工業大学
法政大学
千葉大学
京都産業大学
長崎県立大学
神戸国際大学
電気通信大学
大阪大学
天理大学
羽衣国際大学
東京女子大学
名桜大学

沖縄県
東京都
愛知県
東京都
東京都
広島県
東京都
茨城県
東京都
宮崎県
群馬県
石川県
宮崎県
愛知県
東京都
静岡県
京都府
山梨県

神奈川県
東京都
愛知県
兵庫県
熊本県
東京都
東京都
福岡県
埼玉県
兵庫県
兵庫県
福岡県
千葉県
東京都
福岡県
東京都
東京都
北海道
京都府
山口県

神奈川県
東京都
埼玉県
愛知県
東京都
千葉県
京都府
長崎県
兵庫県
東京都
大阪府
奈良県
大阪府
東京都
沖縄県

63.2
62.8
62.7
61.0
60.9
60.6
60.2
60.0
59.9
59.9
59.6
59.3
58.7
58.0
58.0
57.8
57.7
57.6
57.3
56.9
56.7
56.6
56.0
55.2
55.1
54.6
54.5
54.4
53.6
53.5
53.2
53.0
52.8
52.4
51.6
51.6
51.5
51.4
51.3
51.1
51.1
51.0
50.9
50.7
50.7
50.4
50.3
49.9
49.8
49.6
49.5
49.4
49.4

国際性
Environment

区分 都道府県

45
46
47
48
49
50
51
52

=53
=53
55
56
57

=58
=58
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78

=79
=79
81
82
83

=84
=84
86
87

=88
=88
90
91
92
93
94
95

=96
=96

=39
141-150

34
121-130

=30
62

121-130
21
88
NR

121-130
NR
65
NR

=23
NR
NR

8
70

111-120
101-110
121-130

78
101-110

=49
90
NR

=83
NR
NR
15

=83
69

111-120
NR
NR
74
NR
NR
76
56
NR
NR

111-120
=66
71
14
81

=39
111-120

43
80
NR

国際教養大学
立命館アジア太平洋大学
国際基督教大学
東京外国語大学
上智大学
京都外国語大学
名古屋商科大学
名古屋外国語大学
東京国際大学
神戸市外国語大学
宮崎国際大学
麗澤大学
城西国際大学
福岡女子大学
神田外語大学
大阪経済法科大学
東京工業大学
立教大学
早稲田大学
長岡技術科学大学
創価大学
一橋大学
東京医科歯科大学
会津大学
亜細亜大学
九州大学
梅光学院大学
大阪女学院大学
大阪観光大学
立命館大学
共愛学園前橋国際大学
北海道大学
名古屋大学
北陸大学
関西外国語大学
京都大学
関西学院大学
新潟県立大学
東京大学
東北大学
豊橋技術科学大学
恵泉女学園大学
同志社大学
京都工芸繊維大学

秋田県
大分県
東京都
東京都
東京都
京都府
愛知県
愛知県
埼玉県
兵庫県
宮崎県
千葉県
千葉県
福岡県
千葉県
大阪府
東京都
東京都
東京都
新潟県
東京都
東京都
東京都
福島県
東京都
福岡県
山口県
大阪府
大阪府
京都府
群馬県
北海道
愛知県
石川県
大阪府
京都府
兵庫県
新潟県
東京都
宮城県
愛知県
東京都
京都府
京都府

100.0
98.9
96.8
91.5
90.9
90.1
85.7
84.5
84.0
83.3
82.4
80.6
78.6
77.3
76.0
74.8
74.1
73.9
73.6
73.3
73.3
73.2
72.7
72.4
72.3
72.2
71.8
70.9
68.7
68.5
67.8
67.4
67.4
66.8
66.6
66.3
65.1
65.1
65.0
64.6
64.5
64.4
64.0
63.8

国際性
Environment

区分 都道府県

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

=20
=20
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

=32
=32
34
35
36

=37
=37
39
40
41
42
43
44

13
1
9
6
5

20
=28
NR

3
NR

101-110
4

NR
7

19
2

45
NR

=17
25
53

=30
93
12
11
44
22

=35
NR

=35
27

=59
26
10

=35
58
48
73
54

=41
79

=51
61

121-130

私
私
国
私
国
国
国
国
国
国
国
国
公
国
私
公
国
私
私
私
私
国
私
国
私
私
私
私
私
私
私
私
私
国
私
国
私
私
国
私
私
国
私
私
国
国
私
私
私
私
公
私
国

東洋大学
玉川大学
徳島大学
熊本大学
山梨大学
滋賀県立大学
兵庫県立大学
富山県立大学
東京経済大学
神奈川大学
名城大学
北九州市立大学
岐阜大学
滋賀大学
龍谷大学
大分大学
麗澤大学
日本女子大学
福岡大学
千葉工業大学
武蔵野大学
島根大学
室蘭工業大学
中京大学
津田塾大学
富山大学
お茶の水女子大学
広島工業大学
国際基督教大学
大東文化大学
東邦大学
中部大学
文教大学
京都府立大学
日本福祉大学
日本獣医生命科学大学
武蔵野美術大学
京都外国語大学
麻布大学
多摩美術大学
公立はこだて未来大学
國學院大學
愛知県立大学
明星大学
高知大学
久留米大学
名古屋外国語大学
県立広島大学
岡山県立大学
福島大学
横浜商科大学
高知工科大学
静岡県立大学

49.2
49.0
48.9
48.4
48.1
48.0
47.9
47.7
47.6
47.2
47.2
47.2
46.2
46.2
46.2
46.1
46.0
45.8
45.7
45.6
45.2
45.0
44.6
44.5
44.2
43.9
43.6
43.4
42.9
42.7
42.6
42.6
42.5
42.5
41.9
41.6
41.4
41.4
41.0
41.0
40.6
40.6
40.6
40.5
40.4
40.0
39.9
39.9
39.8
39.8
39.8
39.7
39.7

98.9
98.6
97.7
97.2
95.6
95.6
95.4
94.8
94.7
93.8
89.1
88.1
76.6
73.2
72.9
72.0
70.6
69.6
69.4
69.3
68.3
66.9
65.3
65.0
64.9
64.8
64.8
64.8
64.7
64.4
64.3
64.1
63.1
63.1
63.0
62.9
62.7
62.0
61.6
61.4
61.3
61.2
60.9
60.8

私
私
国
国
国
公
公
公
私
私
私
公
国
国
私
国
私
私
私
私
私
国
国
私
私
国
国
私
私
私
私
私
私
公
私
私
私
私
私
私
公
私
公
私
国
私
私
公
公
国
私
公
公

東京都
東京都
徳島県
熊本県
山梨県
滋賀県
兵庫県
富山県
東京都

神奈川県
愛知県
福岡県
岐阜県
滋賀県
京都府
大分県
千葉県
東京都
福岡県
千葉県
東京都
島根県
北海道
愛知県
東京都
富山県
東京都
広島県
東京都
東京都
東京都
愛知県
東京都
京都府
愛知県
東京都
東京都
京都府

神奈川県
東京都
北海道
東京都
愛知県
東京都
高知県
福岡県
愛知県
広島県
岡山県
福島県

神奈川県
高知県
静岡県

49.6
49.6
49.3
49.2
49.0
48.7
48.6
48.4
48.3
48.2
48.2
48.0
47.6
47.5
47.4
47.4
47.2
46.9
46.6
46.6
46.6
46.4
46.2
46.1
45.8
45.7
45.1
45.0
44.4
44.2
43.9
43.8
43.4
42.8
42.6
42.6
42.5
42.4
42.2
42.2
40.8
40.4
39.8
39.4
39.3
39.3
38.4
38.0
38.0
37.8
37.8
36.5
36.5

公
私
私
国
私
私
私
私
私
公
私
私
私
公
私
私
国
私
私
国
私
国
国
公
私
国
私
私
私
私
私
国
国
私
私
国
私
公
国
国
国
私
私
国

私
私
私
私
私
国
私
国
国
国
公
国
公
私
私
私
私
私
国
私
公
私
私
私
国
国
私
国
私
私
私
国
私
国
私
国
私
国
公
私
国
私
私
国
私
公
私
国
国
私
私
私
公

98
99

100
101
102
103
104
105
106

=107
=107
=107
=110
=110
=110
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127

=128
=128
=130
=130
132
133

=134
=134
=136
=136
=138
=138
=138
141
142
143

=144
=144
=146
=146
=146
=149
=149

分野別ランキング

分野別ランキング

教育機関教育機関

2018
順位

2017
順位 教育機関

2018
順位

2017
順位

2018
順位

2017
順位

教育機関教育機関

2018
順位

2017
順位 教育機関

2018
順位

2017
順位

2018
順位

2017
順位

NR
121-130
111-120

33
NR

121-130
NR

=96
NR
NR

111-120
=83
77
NR
32
86
NR
NR
NR
75
NR

=66
NR

=17
=49

141-150
101-110

16
=99
NR

121-130
NR
NR
NR

111-120
NR

131-140
101-110
131-140

NR
131-140

NR
121-130
131-140

NR
NR
NR
NR
NR

101-110
141-150
121-130

NR



＊ 総合ランキングで150位以内にランクインしている大学を掲載しています
＊ 同順位の場合は、原則として英文表記の大学名のアルファベット順に掲載しています
＊ ＝：同順位の大学あり／―：各分野の順位が151位以下のためスコア非表示

地 域 別 ラン キ ング

33
20

18
 5

-6
20

18
 5

-6
32

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

=12

=12

14

15

=16

=16

国

私

国

国

国

公

国

国

国

公

国

私

私

国

私

私

公

福岡県

大分県

福岡県

熊本県

長崎県

福岡県

佐賀県

鹿児島県

宮崎県

福岡県

沖縄県

福岡県

福岡県

大分県

福岡県

宮崎県

長崎県

74.8

‒

57.7

64.0

57.0

52.6

59.6

56.2

56.2

‒

51.1

‒

‒

56.8

‒

42.3

‒

98.4

94.9

88.0

83.5

80.6

74.8

66.4

61.6

46.7

84.2

51.2

75.0

83.9

‒

70.6

48.1

63.2

97.7

54.6

64.7

49.2

56.7

‒

54.6

63.0

51.4

48.0

57.0

46.6

‒

47.4

‒

‒

‒

72.2

98.9

54.6

47.2

47.2

77.3

39.9

‒

59.9

44.2

40.4

‒

52.8

‒

‒

82.4

50.4

85.0

68.5

66.3

62.8

61.1

56.6

56.4

55.4

53.5

53.2

50.2

48.6-49.9

48.6-49.9

45.4-48.2

44.6-45.3

42.6-44.5

42.6-44.5

九州大学
立命館アジア太平洋大学
九州工業大学
熊本大学
長崎大学
福岡女子大学
佐賀大学
鹿児島大学
宮崎大学
北九州市立大学
琉球大学
福岡大学
西南学院大学
大分大学
福岡工業大学
宮崎国際大学
長崎県立大学

50.7

57.3

73.9

52.4

‒

59.9

76.0

51.1

41.9

72.7

53.0

51.3

51.6

48.9

43.9

50.9

49.9

62.8

47.6

60.2

51.1

55.2

‒

‒

54.5

40.6

‒

49.4

‒

‒

39.7

‒

60.9

80.6

‒

73.3

‒

‒

‒

‒

‒

56.9

‒

‒

‒

70.5

66.1

65.8

64.8

64.6

63.8

63.5

62.9

62.8

62.2

61.9

60.7

60.4

59.8

59.7

59.3

58.7

58.7

57.0

55.9

55.3

54.3

53.1

52.4

52.3

52.2

51.6

50.6

48.6-49.9

48.6-49.9

45.4-48.2

45.4-48.2

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

44.6-45.3

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

42.6-44.5

41.5-42.5

41.5-42.5

41.5-42.5

教育成果
Outcomes

1

2

3

4

5

6

7

8

=9

=9

=11

=11

13

=14

=14

国

国

公

公

国

国

国

公

公

国

国

国

私

公

公

宮城県

北海道

秋田県

福島県

山形県

秋田県

岩手県

秋田県

北海道

北海道

福島県

北海道

宮城県

福島県

北海道

83.4

75.3

47.3

64.8

57.4

58.6

52.0

60.8

49.5

‒

43.4

46.1

‒

75.8

78.6

99.6

97.4

99.8

87.0

87.5

59.8

69.9

62.1

60.4

82.0

67.5

49.8

70.0

‒

‒

95.6

94.8

70.6

‒

58.6

65.0

57.6

49.9

40.8

‒

37.8

46.2

49.9

‒

‒

64.6

67.4

100.0

72.4

‒

48.0

‒

‒

44.6

51.6

‒

‒

‒

‒

‒

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県

86.3

83.4

76.1

63.1

60.5

58.1

54.4

52.3

48.6-49.9

48.6-49.9

45.4-48.2

45.4-48.2

44.6-45.3

41.5-42.5

41.5-42.5

教育充実度
Engagement

国際性
Environment

総合
Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

教育成果
Outcomes

教育リソース
Resources順位 区分 教育機関 都道府県 教育充実度

Engagement
国際性

Environment
総合

Overall

東北大学
北海道大学
国際教養大学
会津大学
山形大学
秋田大学
岩手大学
秋田県立大学
公立はこだて未来大学
小樽商科大学
福島大学
室蘭工業大学
東北学院大学
福島県立医科大学
札幌医科大学

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

=20

=20

国

国

国

私

私

私

国

公

私

私

公

私

公

私

私

私

私

公

私

国

国

京都府

大阪府

兵庫県

京都府

京都府

兵庫県

京都府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

大阪府

兵庫県

京都府

京都府

兵庫県

京都府

兵庫県

京都府

滋賀県

滋賀県

84.7

77.9

64.2

47.1

43.1

42.4

59.7

64.9

47.8

43.5

65.0

‒

‒

‒

‒

‒

‒

54.6

‒

‒

79.7

99.6

98.5

92.9

96.0

96.3

94.1

62.2

65.0

87.9

93.2

52.4

79.7

65.7

83.6

58.0

65.6

71.2

51.4

60.7

46.4

‒

98.6

95.4

69.3

66.9

64.9

60.8

63.1

64.8

61.3

57.4

68.3

54.8

‒

47.4

42.4

64.8

53.0

48.6

‒

47.5

‒

66.3

49.8

54.4

68.5

64.0

65.1

63.8

45.8

48.1

49.2

‒

66.6

83.3

41.4

90.1

40.6

50.7

‒

57.7

40.0

‒

87.7

81.1

70.7

68.1

65.5

64.1

61.8

61.1

61.0

60.3

56.1

54.1

52.8

52.2

51.8

51.6

51.2

48.6-49.9

42.6-44.5

41.5-42.5

41.5-42.5

京都大学
大阪大学
神戸大学
立命館大学
同志社大学
関西学院大学
京都工芸繊維大学
大阪市立大学
関西大学
近畿大学
大阪府立大学
関西外国語大学
神戸市外国語大学
龍谷大学
京都外国語大学
甲南大学
京都産業大学
兵庫県立大学
同志社女子大学
滋賀大学
滋賀医科大学

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

国

国

国

国

国

国

国

国

公

私

茨城県

新潟県

新潟県

長野県

群馬県

栃木県

茨城県

山梨県

新潟県

栃木県

75.0

58.5

51.9

59.2

62.1

45.7

47.0

58.0

‒

41.6

98.6

82.2

83.8

74.0

63.0

73.9

76.0

‒

53.8

62.6

88.1

62.9

61.6

59.8

59.3

61.2

60.2

49.0

‒

‒

60.0

73.3

39.8

‒

‒

42.6

‒

‒

65.1

‒

80.8

68.5

59.7

59.1

56.2

55.5

54.9

44.6-45.3

42.6-44.5

41.5-42.5

筑波大学
長岡技術科学大学
新潟大学
信州大学
群馬大学
宇都宮大学
茨城大学
山梨大学
新潟県立大学
国際医療福祉大学

1

2

3

4

5

6

7

8

国

国

私

私

国

私

私

国

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

85.4

77.6

59.7

53.6

51.9

46.0

52.0

45.4

99.7

98.1

99.1

99.2

96.6

97.7

98.1

93.9

98.9

94.7

97.2

93.8

89.1

69.4

44.4

64.3

65.0

74.1

61.0

73.6

73.2

90.9

96.8

91.5

87.7

85.6

77.7

77.5

75.2

73.1

71.4

71.0

東京大学
東京工業大学
慶應義塾大学
早稲田大学
一橋大学
上智大学
国際基督教大学
東京外国語大学

千葉大学
横浜国立大学
立教大学
東京農工大学
東京理科大学
お茶の水女子大学
神田外語大学
明治大学
首都大学東京
東京医科歯科大学
東京海洋大学
横浜市立大学
芝浦工業大学
青山学院大学
中央大学
法政大学
電気通信大学
津田塾大学
学習院大学
東洋大学
埼玉大学
明治学院大学
日本大学
成蹊大学
獨協大学
武蔵大学
東京農業大学
東京女子大学
順天堂大学
東海大学
神奈川大学
北里大学
桜美林大学
麗澤大学
専修大学
創価大学
玉川大学
東京電機大学
千葉工業大学
工学院大学
昭和大学
昭和女子大学
日本女子大学
駒澤大学
東邦大学

国

国

国

国

国

私

私

国

公

国

公

私

国

公

私

私

国

私

公

私

私

公

国

愛知県

石川県

愛知県

福井県

愛知県

愛知県

愛知県

静岡県

愛知県

富山県

静岡県

石川県

岐阜県

愛知県

愛知県

愛知県

三重県

愛知県

富山県

愛知県

愛知県

福井県

静岡県

72.3

66.6

65.6

62.9

61.8

‒

76.7

51.4

67.6

57.1

57.7

‒

60.7

42.7

‒

‒

53.1

‒

53.4

‒

‒

47.7

81.2

97.7

89.8

59.6

65.5

61.3

86.8

‒

67.9

‒

67.0

67.5

89.8

47.8

62.6

60.6

66.5

‒

73.3

57.2

71.4

57.6

‒

‒

95.6

59.9

59.4

52.8

64.8

52.6

‒

57.9

61.4

45.7

36.5

60.8

47.6

39.8

38.4

48.2

51.4

‒

48.4

‒

46.1

57.8

‒

67.4

59.3

64.5

47.9

39.8

62.7

51.0

40.6

‒

‒

‒

‒

41.6

56.7

84.5

‒

39.9

85.7

‒

58.0

42.5

‒

‒

82.6

69.8

62.6

58.6

57.9

57.7

55.4

54.8

53.5

53.4

52.2

51.7

50.9

50.1

50.1

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

45.4-48.2

44.6-45.3

42.6-44.5

42.6-44.5

41.5-42.5

名古屋大学
金沢大学
豊橋技術科学大学
福井大学
名古屋工業大学
南山大学
豊田工業大学
静岡大学
名古屋市立大学
富山大学
静岡県立大学
金沢工業大学
岐阜大学
愛知県立大学
名古屋外国語大学
名城大学
三重大学
名古屋商科大学
富山県立大学
愛知大学
中京大学
福井県立大学
浜松医科大学
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2

3

4

5

6

7

=8

=8

10

=11

=11

国

国

国

国

国

公

国

国

国

国

公

公

広島県

岡山県

山口県

鳥取県

愛媛県

高知県

香川県

高知県

徳島県

島根県

広島県

広島県

67.6

63.7

55.8

60.5

55.7

52.6

57.1

57.5

62.3

54.0

48.7

50.1

97.1

91.2

81.6

54.4

61.8

69.7

55.0

56.5

46.7

49.2

‒

‒

76.6

64.4

58.6

59.1

49.7

36.5

52.4

39.3

49.3

46.4

‒

38.0

60.6

‒

51.4

‒

42.5

45.7

‒

‒

‒

‒

41.0

42.6

75.7

66.1

62.2

54.1

53.4

52.4

51.9

48.6-49.9

48.6-49.9

45.4-48.2

41.5-42.5

41.5-42.5

広島大学
岡山大学
山口大学
鳥取大学
愛媛大学
高知工科大学
香川大学
高知大学
徳島大学
島根大学
広島市立大学
県立広島大学
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

=25

=25

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

=37

=37

=39

=39

=41

=41

=41

=41

=41

=41

=47

=47

=47

=47

=51

=51

=51

国

国

私

国

私

国

私

私

公

国

国

公

私

私

私

私

国

私

私

私

国

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

千葉県

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

千葉県

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

埼玉県

東京都

東京都

東京都

埼玉県

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

神奈川県

東京都

千葉県

東京都

東京都

東京都

東京都

千葉県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

63.5

53.3

40.7

67.7

55.5

63.7

‒

42.5

59.6

82.5

62.2

67.5

52.1

41.7

46.4

‒

56.5

42.3

47.0

‒

49.3

‒

‒

45.4

‒

‒

43.9

‒

69.2

41.1

‒

57.9

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

50.5

64.6

‒

44.0

‒

60.5

93.9

84.5

96.2

66.8

94.4

81.2

92.2

97.7

81.1

54.0

70.4

60.9

82.0

93.2

87.3

92.4

64.9

86.8

78.1

91.6

67.5

82.4

89.8

71.8

78.3

83.2

74.7

69.6

49.7

65.2

74.8

‒

71.7

‒

71.8

‒

57.6

58.9

67.6

‒

‒

59.0

‒

64.8

‒

72.0

72.9

60.9

69.6

73.2

45.1

55.4

64.1

65.3

‒

59.0

58.4

55.4

57.8

62.0

60.0

63.1

45.8

56.2

49.6

54.0

55.3

51.1

55.6

54.4

57.2

55.0

51.2

‒

53.0

48.2

62.7

‒

47.2

52.3

57.4

49.6

55.4

46.6

52.6

57.5

‒

46.9

52.3

43.9
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=14

=14

=16

=16

=16

=16

20

=21

=21

23

北
海
道
・
東
北 

北
海
道
／
青
森
県
／
岩
手
県
／
宮
城
県

秋
田
県
／
山
形
県
／
福
島
県

北
関
東
・
甲
信
越
茨
城
県
／
栃
木
県

群
馬
県
／
新
潟
県

山
梨
県
／
長
野
県 

首
都
圏

首
都
圏
埼
玉
県
／
千
葉
県
／
東
京
都
／
神
奈
川
県

埼
玉
県
／
千
葉
県

東
京
都
／
神
奈
川
県

北
陸
・
東
海
富
山
県
／
石
川
県
／
福
井
県
／
岐
阜
県
／
静
岡
県
／
愛
知
県
／
三
重
県

近
畿

中
国
・
四
国
鳥
取
県
／
島
根
県
／
岡
山
県

広
島
県
／
山
口
県
／
徳
島
県

香
川
県
／
愛
媛
県
／
高
知
県

九
州
・
沖
縄

滋
賀
県
／
京
都
府
／
大
阪
府
／
兵
庫
県
／
奈
良
県
／
和
歌
山
県

福
岡
県
／
佐
賀
県
／
長
崎
県
／
熊
本
県

大
分
県
／
宮
崎
県
／
鹿
児
島
県
／
沖
縄
県


